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大管長会メッセージ

「あ なたは教会のこととなったら・ 自分の

仕事や杜会的なことは さてお き，何で

あれなさるし， どこにでもお出かけになるよ

うですが，一体何があなたをその ようにさせ

るのですか。」

私はこれ まで何度か このような質問を受け

てきた。この質問に対する答えの中で，私は，

教会の仕事は主のみ業であって，それは実際

にイエス ・キリス、トによって導かれているこ

とを話 し，そ して教会の仕事以上に大切 で，

報いの 多い仕事はないという証 を必ず付け加

えるようにしている。それに対 して， 多くの

場合，私 も宗教についてそ うい う風に考えら

れる といいのですが， という答 えが返 って く

る。そこでそのような人々に対 して，私はこ

の福音が真実であ り，救 いと永遠の生命に至

る道であるというこ とを自分 自身で知 る方法

を教 えるようにしている。

この宗教のどこに，心の正直な人に探求心

を起 こさせ るほ ど強 く訴えるものがあるのだ

ろうか。教会が これほどまで急速に発展 し，

全世界で多くの改宗者 を出 しているのはなぜ

だろうか。 これからその理由 を幾つかあげて

みよう。

ほとんどの人が一番求めているこ とは，幸

福 と4嘩 ある。人は幸福 で心の平安が

ある時，最 も安 定した生活ができて，問題や

試練に遭 ってもそれに適切 に対処することが

で きる。賢人が言っているように， 自分に何

が起 こるかではな く， それにどのように対処

するかによって人生は違 って くるのである。

ここに，宗教が私 たちの生活において重要な

役割 を果 たしている理由がある。

は じめに，神 はアダムとイヴを創造 し，彼

実践の宗教
第 一 副 管 長

N・ エ ル ド ン ・タ ナ ー
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らに指示，すなわち戒め を与 えられた。そ し

て，ふた りの幸福は戒めに対する従順 さにか

かっていると言われた。 この末の 日において

も，主は私たちに対 して，「汝 らわが言うとこ

ろを行わば，主なるわれ これに対 して責任 あ

り。され ど，汝らわが言 うところを行わずば

汝 ら何 ら約束 を受けず」(教 義 と聖約82：10)

と， まった く同様のことを言 ってお られ る。

私 たちは宗教，言い換えれば福音 を通 して

戒め とは何か，神は私 たちに何 を望 んでおら

れるか， また神が私たちのために用意してお

られるものは何か を学ぶ ことができる。私は

よくだれに対 してもこ う問いかけてみる。イ

エス ・キ リス トの福音の中に，私 たちの隣人

や善良な市民 を幸福 と成功 に導き，愛し敬 い，

やさしく思いやる気持 ちにさせ ないものがあ

るだろうか， と。私たちがそのような特質を

身につけられないのは，福音に欠点があるか

らではない。人々が求め られている生活 をし

ていないからである。

イエス』・キ リス トの福音は，人の存在が永

遠であることを教 えている。人はこの地上に

辛るに年卒ち霊ζ.レ頂を査 』.丑 後 も.復活 し

て瓢現世の位 をどの.よう.に保 っ.た.かに応 じて

定ゆられ.な場!近臆隻堂 とい、う1三と.である。す

べての人は，神 と永遠 に住むか， あるいは神

のみ前か ら断ち切 られるか，いずれ をも自分

で選ぶ ことができる。

福音の原則のひ とつに，家族は永遠の単位

として続 くという教 えがある。真実の愛 で結

ばれている夫婦に とって，聖 なる神殿で執 り

行なわれる特別の儀式 を通 して夫婦が今 も永

世にわたって も結び固められ， さらにそのふ

た りの間に誕生 した子供 たち と永遠 に住 むこ

とができるという原則 を知 ることは，何 より、

の慰めである。これほど麗 しい原則がほかに

あるだろうか。

実践の宗教は，教会員の霊的な福利は もち

ろん，物質的な福利にも備えている。教会の

プログラムを通 して，すべての会員は緊急時

のために必需品を蓄 える計画に参加するよう

に勧め られている。これまでたびたび，寝具

や家具，食糧，医療 品な どの 日用品が， 災害

を被った人々 を助けるために世界各地に送 ら

れてきた。私たちは兄弟 の守 り手である とい

う神 の戒めを信 じている。

健康で幸福 な生活を営むために， 人はバ ラ

ンスの取れた生活 をしなければな らない。 イ

エス ・キリス ト教会 では，キャンププログラ

ム をは じめ，スポーツ，演劇，ダンス，音楽

祭など，健全なレクリエー ションや その他の

活動が活発に行 なわれている。また教会員は，

手工芸やホームメーキングの技術 と同様 に，

すべての文化 ・.芸術 の分野で も，その力を伸

ばすように奨励 されている。そのほか通 籾な

象生漬止週度 な運動 によって健康 を管理す る

よう.にと.も.教え られている。

私たちには，肉体 を清 く健康に保 てるよう

に，「知 恵の言葉」が与 えられている。「知恵

の言葉」は，健 康に害のあるもの を摂取 しな

いように勧告 している。私 たちは純潔 を尊び，

今 日世の中に蔓延 している不品行，道徳 の低

下 を非難 するものである。私たちは神 を畏れ

る者 としてで致団結 し，世の人々 をポル ノや

堕胎，同性愛，その他常軌 を逸した性的行為

の罪か.ら人々を救 う運動 を熱心 に展開してい

る。



私たちは，神 の栄光は英麺竺あ.る.と信 じて

いる。私たちが小 ・中 ・高等学校や大学 を経

営 しているのは次のような目的があ るか らで

である。「汝らの理解する必要ある.理論 と原理

と，教義 と福音の律法 と，神の王国に就ける

すべ ての事は更 に完全に教 えらる。

また天にも地 にも地の下 にも関わりあ るこ

ζ]説 。窪1戴 。肱 ゑ蕊 と臨 金 有るζ と，

嵐 必ず起 らを と無 蕊.ζ㌧ 圭な国内に有 る

鋤 籔 藍 よ 翫_ま.な越轟 。。諸国民の

葛.臨_地 上 に工盗審判 隔面 して国!気.と.王国と

に就ける知識などもまた然p。 」(教 義 と聖約

88：78-79)

私 た ちは またこのようにも命 じられている。

「童 を求ゆず して智恵 を求めよ
。さらば見 よ，

神の奥義は開かれ，それより汝 ら富める者 と

せ ら.るづ し。見 よ，永遠の生命 を有つ者は富

めるなり。」(教 義 と聖約6：7)

もし私たちが祈 りによって主 を求め，主の

戒め を守 るならば，人生の意義 と目的をよく

理解することができるであろう。そして，主

が言 ってお られるように，神の奥義が明らか

にされるはずである。私たちには，真理 と義

へ導いて くれる生け る予言者がいる。私たち

は実に幸せ な民である。聖書 を読み，聖書の

教 えを受け入れている人は大勢いる。そして

彼らは，かつて予言者が人々の中にいて，神

の教えに従 わなければ危険が来ることを教 え

警告 していたこ とを信 じている。 ところが，

その同じ人々が，今 日私たちの中に神の代弁

者つ まり予言者がいて，私たちにイエス ・キ

リス トの教 えに従って生活するように警告 し，

教え導いていることを知 らないし，理解 もし
rていないのである

。しかし，人類はこのイエ

ス ・キ リス トの名前に よらず して救 いを得 る

ことはできないのであ る。

私 たちは また啓示に よって，人間が神の霊

の子供であることを知 っている。神は独 り子

をこの世に送 り，私たちのために偉大な腰い

の犠牲 を払わせるほどに私たちを愛 して下 さ

った。 この事実 を知 っていることは何 と素晴

らしいことだろうか。イエス ・キ リス トの犠

牲のお陰で私たちは墓か らよみがえり，忠実

さの程度 に応 じてそれぞれの光栄 を与えられ

るのである。

人類の歴史上何度かあったように，この末

の時代に も，再び父なる神 と御子イエス ・キ

リス トは，私 たちが御二方の特質や属性 を知

り理解できるように御 自身を顕わして下さっ

た。 そして父なる神 と御子 イエス ・キリス ト

は，体 も手足も感情 も持 ちたもう，栄光 を受

け られた御方 であ り， しかも私 たちはその神

の形にかた どつて創造されたこ とを示 して下

さった。 それに よって，私 たちは，神 と御子

イエス ・キリス トが実在 し，それぞれ別個の

御方であることを知 ることができた。また御

子 を通 して父なる神 に祈ることができ，御二

方は私 たちの祈 りを聞いて答えて下さること，

さらに私たちを深 く心にかけてお られ，私 た

ちの幸福 と成功を望 んでおられ ることを知 る

ことがで きた。.

そ のために，父なる神 と御子 イエス ・キ リ

ス トは，私 たちに組織 された教会を与え，教

えと生活の模範を示 して下 さっている。教会

は世 界で最 も素晴 らしい兄弟愛で結ばれてい

る神 の神権者によって管理 されている。また

姉妹 たちのためには扶助協会が組織 され，女

性のために大 きな貢献をしてい ることが世界

中で認め られている。また青少年 を対象にし

たプログラム もあれば，小 さな子供たちのた

めの初等協会 もある。

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会にはすべて

の人々に益 をもた らす もの，つ まりすべての

人が参画 できる仕事がある。教会の強さは教

会員一人一人の証にふか ってお り，この証は

信仰 と奉仕 を通 して得 られるのである。まさ

に，救 い主が弟子 たちに語 られた言葉通 りで

ある。「あなたがたはその実によって彼らを見

わけ るのである。」(マ タイ7：20)
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日々 の恵 み

手話 による レッス ン

ス テ ィ ー ヴ ン ・A・ ウ ォ ル フ

私 が伝道中に知蛤 ・た同僚のひとりに・
ノーラン ・バー ガソンという立派な長老

がいました。別に人が嫌 いなわけで も，ユー

モアがないわけでもないのですが，何 とな く近

づ きに くい人でした。大抵の人は彼を無口で

真面 目一方の青年 と受け止めていた ようです。

しか し私 にとっては，気 の合 う同僚で した。

自分 たちの働 きに満足のゆ く成果が得 られた

時など，過去の経験 を互いに話 しあ うことが

よ くあ りました。そんな屈託のない彼の話の

中に，私が決 して忘れ ることのできないひと.

つ の話があ りました。それはバーガソン長老

の素晴らしい献身ぶ りを物語っています。

ある時，彼は まだ教会員 の少ない小 さい支

部 で伝道 していました。そこに耳の聞こえな

いひとりの婦 人がいました。彼女は何年 もの

間，周囲の人々にこの教会 に入 りたいことを

告げていたのです。 しか し，バプテスマ を受

けることがで きませんでした。 レッスンを教

えて くれる宣教師がいなかったからです。伝

道部 の規 則で，福音に改宗 したい人は皆，バ

プテスマの前に6回 のレ ッスンを宣教師か ら

学ぶ必要があ ると決め られていました。 しか

しこの婦人は手話で しか話すことが できませ

ん。宣教師はだれも手話がで きないため，彼
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月

幽

'

女 はだれか らもレ ッスンを受け られずにいた

のです。そんな彼女に出会ったのが，バーガ

ソン長老で した。バー ガソン長老は彼女が 「奇

しきみわ ざ」 を読み，すでに福音 を理解 して

いることを知 りました。そこで彼は，彼女か ら

手話のサインを記 したカー ドをもらいました。
の

バーガ ソン長老は呑込みの早い方ではあ り

ませ んで したが，主のみ業を行 ないたいとい』

う強い望 みを持 っていました。その晩，彼は

アパー トに帰 ると，アルファベ ットの一字一

字について手話 でどう表現す るのか一生懸命

覚えました。そして翌 日，1延々 と6時 間 もか

けて最初 のレッス ンを手話で教 えたのです。

まず，バー ガソン長老がひとつひ とつの言葉

を指 で表わし，婦人が指 で答えるのを待つ と

いうまった く忍耐のいるレッスンでした。

バーガソン長老はそれだけでも十分な視福

を受 けたはずですが，彼はさらに図書館 に出

かけて行 き，手話の本 を借 りて勉強しました。

レッスンは回を重ねるごとによ くなって きま

した。そ して最後のレッスンをする頃には，

口で話すのとほとんど変 わらない位の時間で

レッスンができるようになりました。

私 はバーガソン長老が示 して くれた模範 を

考えるたびに，彼のような素晴 らしい同僚か

ら学べたことを感謝せ ずにはお られ ません。

また， 自分に も.そのような熱意があったら，

どれだけ多くの兄弟妹姉の手助けをすること

ができただろ うか と考えると，身につまされ

る思いが します。

スティーブン ・A・ 』ウォルフ

(学校教師。アラスカ ・アンカレッジ伝道部

ホーマー支部若い男性会長兼祭司定員会アド

バイザー。ノーラン・バーガソン兄弟はユタ

州立訓練所で聾唖者の教師として，現在手話

を教えている。)

「しか し
，彼 は耳 が不 自由だ」

ネ ッ ド ・B・ コ ム ズ

数 年前・第二副監督であ・塒 ・私は・執

事定貝会の会長に どの少年がふさわ しい

か判断 しかねで悩んでいました。監督か ら，

一人一人の少年についてよく祈って考 え
，推

薦 を出すようにと言われ，13歳 の3人 の立派

な少年たちの中か らようや くひとりを決める

ことにな りました。

ところが，その中か らひ とりを選 ぼうとし

て も，心 の中に燃えるような確信が得 られな

いのです。そこで私は もう一度定員会の少年

たちをじっくり見直 してみました。す ると，

最初見過ごしていたケビンのことが心に浮か

んできました。ケビンのことは何年 も前か ら

よく知っていて，資格 は十分にあ ります。定

貝会のみんな とも仲が良 く，家族からも信頼

されています。

「しか し
，彼は耳が不 自由だ。」そ う言って

私 は，最後の決定 をため らってしまいました。

しか し， ただそれだけの理由で彼に教会の責

任 を与えない とい うこ とは不公平です。話す

機会 を与 えなければ話 を上達 させ ることはで
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日々の恵み

きないです し，伸ばす機会 を与 えなければ指

導力は伸びないか らです。

ケビンを新 しい執事定貝会会長に推薦す る

ことについて祈った時，私 は確信 を得 ました。

そしてそのことを監督に伝 えました。監督 も

その召 しに確信 を持ち，私 はケビンの両親 に

それを伝 える役 を仰せつか りました。ケ ビン

の両親はその召 しを喜 び， 息子を信頼 してい

ると言いました。ケビンも召 しを受け入れ，頑

張 りたい と言いました。彼は天父の愛 を感 じ

たことでしょっ。このよっにして，ケビンと

家族 と監督，教師たち，定員会ア ドバ イザー，

そしてワー ド部全体に親密な関係が築かれた

のです。.

それか らの7年 間，ケビンの身の上に素晴

らしい変化が起 こりました。彼は権能 を委任

すること，話す こと，奉仕活動に参加 するこ

と，聖餐 を祝福することによって積極性 を発

揮 しました。そ して，若い人々に良い影響 を

及ぼしました。彼がワー ド部の少年 ソフ トギ

ールチームに加 わったその年，チームはステ

ーキ部 と地区
，地域の大会で優勝 し，地域大

会では見事 スポーツマ ンシップ賞 を得 ました。

どの試合で も，ワ藁 ド部の会員 たちが送る声

援は彼の耳には届 きませんでしたが，彼は愛

と声援を心：に感 じていました。そして，ケビ

ンは自分が必要 とされていることを感 じ， そ

の力を出し切 ったのです。

ケビンが執事定員会 の召 しを受けた2年 後，

私は監督に召されました。私は何回 とな く折

を見てはケビンに伝道の話 をしました。 しか

し，彼はまず大学を卒業することが先 で， 自
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分 のような状態では伝道に出られない と考 え

ていました。そんな時，.ケビンにとっての最

後のア ロン神権活動であるキャンプファイア

が開かれました。その証会でケ ビンは立 ち上

が り，神が生 きておられること，自分は監督

に言われたように伝道について祈 うてみるつ

もりであることを証 しました。その結果，彼

は主か らの答えを得 ました。早速私は必要 な

書類 を用意 しました。それか ら数週間後のあ

る晩，ケビンが私の家へ立 ち寄 り，スペンサ

ー・W・キンボール大管長か ら届 いたばか りの

伝道の召しを告げる手紙 を見せ て くれ ました。

彼は感激 していました。私 も喜びました。

彼はその召 しが天父からの ものであるとい う

確信 を持っていました。彼が伝道に出発する 日，

空港に立つ彼の笑顔には涙が流れ，声は震 え

て いました。「本当にいろいろ とあ りがとうご

ざいました。」ケビンは言葉少なに語 りました。

その時私は，大抵の障害は気の持ちようで.

解決 できることを知 ったのです。そしてケビ

ンの御両親 と友人たち，指導者たち， そして

愛す る教会員の皆さんに心から感謝 しました。

彼 らはケビンに，みんなと同じ素晴 .らしい神

の子供 として接 して くれたのです。

私 は，ケビンのお陰で，私 たちの交わ りは

ただ言葉による言語や 目や耳に よって通 じ合

うことだけでないことを知 りました。むしろ

私たちは霊的な感覚によって，語 り，見聞 き

す るのです。身体に障害があるからといって，

私たちを天父 とそのみ業か ら遠 ざけ，主が私

たちのために取 っておかれた喜びか ら私 たち

を隔絶 させ ることはできないのです。



労働の尊厳

第7代 大 管長

ヒ バ ・J・ グ ラ ン ト
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末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 第7代 大管 長 ヒー バ ー ・J・ グ ラ ン トは，1856年11月22

日， ジ ェデ ダ イ ア ・モ ー ガ ン お よび レイチ ェル ・リ ッジ ウ ェイ ・ア イ ビ ンズ ・グ ラ ン トの

息 子 と して， ソ ル トレー ク ・シテ ィー で生 まれ た 。1882年10月16日 ，使 徒 に 聖任 され ，

1918年!!月23日 ， 大 管 長 に支 持 され る 。 グ ラ ン ト大 管 長の 生 涯 には， 親 が 子 に 大切 な徳 を

教 え る上 で役 立 つ 数 多 くの貴 重 な教言川が秘 め られ て い る。 以 下 は1899年 の 「イ ンプ ルー ブ

メ ン ト ・エ ラ」 誌 に掲 載 さ れ た グラ ン ト大 管長 の 話 の抜 粋 で あ る。

私は，能 力の限 りを尽 くして働 くことが必

要であること， しかもその ように働けば決 し

て落胆することがないことを若入に理解 させ

ようと努めてきた。ランバー ト侯爵夫 人はか

つて こう語 った。「青年にとって， 自分には大

したことはできないのだ という遠慮ほどつま

らないものはあ りませ ん。そんな遠慮 は，努

力を妨 げる気弱 な心で しかないか らです。む

しろ不可能 なものは何 もないと自分に言い聞

かせ る人々の方が，優れた才能 を発揮 し，立

派な功績 を上げます。」

「たって行いなさい
。どうか主があなた と

共におられるように。」(歴 代上22：16)

「日常生活で自分の 目の前にあるこ とを行

なうのが一番賢明だ。」
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「富 を失 う人は多 くの ものを失 う
。 しか し

友 を失 う人はさらに多くの ものを失 い，精神

を失 う人はすべてを失 う。」(エ ルバ ンテス)

「夢 を抱け
，若者 よ。気高 く雄々しい夢 を。

そうすれば，汝の夢は汝の予言者 とな るであ

ろう。」(ブ ルワー ・リットン卿)

皆様が上記の言葉 を心に刻み， それ を生活

の規範 とす るならば，それ らの言葉 を思 い起

こすのに費やす時問の何倍 もの報 いが得 られ

るはずである。

私 は， 人生の戦いの中で， その 日になすべ

き仕事 を能力の限 りを尽 くして行なう以上に

価値 あることはないと感 じている。また，そ

の ようにす る若者には，明 日の労働へのより

よい備えができると思 う。



私はまだ若 く，学生であった頃，ソル トレ

ー ク ・シテ ィーのウェル ズ ・ファーゴ ・アン

ド・カンパニー銀行の出納係の男性が私の目

標 であった。聞 くところによると，彼は月に

150ド ル の給料 をもらっていた。 日曜 日を除

いても日に6ド ル と勘定 して，その額が途方

もな く大 きい と感 じたことをよく覚えている。

その時，私はまだ，先に引用 したブルワー ・

リットン卿の言葉 を読んでいなか った。けれ

ども，出納係になってウェルズ ・ファー ゴ ・

アン ド ・カンパニーで働 くことを夢み，当時

では高給と思われる給料 を自分 もいつの 日か

もらいたいと考えて，早速デゼレ ト大学で簿

記 を学ぶことに した。

ブルワー ・リットン卿は次の ように語 って

いる。「人に必要 なのは才能 ではなく，目的で

ある。達成す るための力ではなく，働 く意志

である。」

またスコットラン ドの伝記作家，サ ミュエ

ル.・スマイルズはこう言っている。「目標は卵
ふ か

と同じように，温めて艀化させなければ腐っ

て しまう。」

リッ トン卿は，若者が気高 く，雄 々しい夢

を持てば 人生に 目的ができ，「その目標を腐ら

してしまわずに，温め艀化させ る」ことが必

ずできると信 じている。私は出納係 になろう

と決心 して，早速実行にかか った。その時，
.私は仲間の笑

い者 になった。私のノー トを見

た友 人たちが，「これは何だい，鶏の足跡か

い。」 「おやおや， インクびんでも倒 したの」

と口々に言った。

もちろん悪気があったわけではな く，楽し

い冗談だったのだが，そのような言葉に私の

心は奮い立ち，新 たな決心が生まれたのであ

る。大学中の手本になるような字 を書いてみ

せ よう，書 き方 と簿記の先生 にきっとなって

みせ ると堅 く決心 したのである。私はこのよ

うに目標 と「働 く意志」を持っていた。「若者

の辞書には失敗 という言葉はない」 とい うリ

ッ トン卿の言葉 を信 じていた。私は余暇を利

用 して書き方の練習を始めた。そ して何年 も

練習を重ねて，ついに 「傑出 した能筆家」 と

の異名を頂 くまでになった。

その結果，それから数年後に，私はある保

険会社の出納係兼保険証券係 として就職する

ことができた。当時15歳 の私 はかなりの達筆

で， その仕事 にはそれで十分なはずであった。

しか し私 自身はそれに満足で きず，大きな夢

を持 ってただひたすら 「能筆家」を志した。

私が働いていた所がちょうどA・W・ ホワイ

ト ・ア ン ド・カンパニー銀行 の真 ん前だった

こともあ り，忙し くない時には自分から銀行

業務の手伝 いを買って出た。報酬 のことなど

考 えずに，ただ仕事 を学びたいということで，

自分の時間内にできる仕事は何で もした。

たまたまその銀行の出納係 をしていたモー

フ氏が きれいな字 を書 く人で，私のために時

間 を取 って字の練習を手伝 って くれた。その
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ように して腕が上がって くると，仕事の前後

にカー ドや招待状 を書いた り，地図作 りの注

文が来た りして， しばしば本職の給与 を上 回

る収入 を得るようになった。そ して数年後に

は，私はユタ准州祭で書 き方の最優秀賞を受 幽

けることができた。

私が 自分の仕事に忙 しかった頃，大学で習

字 と簿記の教師が空席になった。 そこで私 は，

12か13の 歳 にその教科 を教 えられるよ うにな

ろうと心に誓った約束を成就 させ るために，

その職に応募 した。そ してそれが採用にな り，

私は 自分に課 した責任を果たしたのである。

どの分野でも向上 を目指 して努力す る若者

は自己に忠実でなければな らない。何か を達

成しようと決めたら，実現す るまで喜 んで，

しか も断固とした決意 をもって努 力すること

である。

自分 に関することで何か をしようと決心 し

て も結局実現できないままに終わることが 多

くなると，他人 との約束 もいいかげんになっ

て くる。若者たちは， シェイクス ピアが，家

を出るウエルテスに父の口を借 りて言った次

の勧告 を心に留めておく必要がある。「いちば

ん大事なことは，おのれに誠実になれ， とい

うことだ。さすればかな らず，夜が昼につ ぐ

ごとくにじゃな，他人に対 しても誠実ならざ

るを得ん。」(「ハムレット」第一幕，第三場，

三神勲訳)

こ こで 「ナショナル ・フ ィフス ・リー ダー」

誌か らひとつの教訓 を引用 してみたい。私は

学生時代にこの言葉に深い感銘 を受け，以来

常にその言葉が私の胸にある。

「絶望 してはならない。」

幸福になるに して も不幸 になるに して も，

信念を持つことほど可能性 を秘めた人間の特

質はない。特に実業家に とって， これは実 に

.大切 な特質である。抗 し得 ないその信念の力
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の前には，恐るべき大障害物もほ とん ど路上

の くもの巣のようになって しまう。欲望の ま

まに生活し，退 くことを知 らなかった人々 を

ろうばいさせ る苦難 も，信念を持 った人には

笑いとなる。実に， この自然界の生 き物であ

る人間の歴史の中に，堅忍不抜 と辛抱強い苦

労によって もたらされた数々の奇跡 をあ りあ

りと目にす るこ とができるからである。

東方国家に触手 を伸ば し，その権力 をほ し

いままに した英雄チムール(1336-1405)は ，
とう

一匹の虫か ら不撹不屈の精神 を学び
，それが

将来の人格形成 と成功に大 きな影響 を与 えた

と言われている。当時の逸話によれば， ある

時，チムールは敵に追われてある廃嘘 に逃れ，

そこでひとり沈思黙考 している と，一粒の ト

ウモロコシを運ぼ うと懸命に努力 している蟻

が 目についた。蟻は トウモロコシを持ち上げ

ようと69回 も繰 り返 し試みたが，そのたびに

あと少しというところで重 さに耐えきれずに

倒れてしまった。しか し70回 目にして，よう

や く成功 し， トウモロコシを引っ張って行 っ

たのである。驚いたチムールはそれに勇気づ

けられ， これか らの戦 いに勝利を得る希望 を

抱 くことができた。

この話には，非常に深い意味が秘め られて

いる。忍耐強 くあれば揚々たる成功を収めた

はずの人が，小心翼々 とし，意気消沈 して し

まったために不面目な失敗に終わることが 多

多ある。私たちは堅い決意さえ持つことがで

きれば，ほ とん ど何でも成 し遂げることがで

きる。アイルラン ドの劇作家であ り，有力な

政治家でもあったシェ リダンは，初めの頃，

人前で話 をするのが怖 くて仕方がなかった。

ところが，ある失敗 をした 日，奮起 し一大決

心をした彼は，友人にこう語った。『やればで

きるのだ。必ずやってみせ る。』

その時か ら， シェ リダ ンは見違 えるように
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積極的になり，ついに素晴 らしい雄弁家とし

て名をなすに至った。これこそ内に秘め られ

た真の勇気である。ある道徳家は，私たちが

物事に取 り組もうとしないのはそれが難iしい

か らではない と述べている。

私たちは果敢 な精神を持つ必要がある。疑

心に身をゆだねてはならない。それは裏切者

のす ることであ る。私 たちが高尚な 目標に向

かって一歩一歩前進する時， どんな ささいな

ことがあってもその.目標 を見失 うようなこと

があってはならない。人が高い 目標に到達 で

きないのは，公然と攻撃 を受けたためではな

く，むしろ小事 をおろそかにすることが 多い

か らである。 どこに も善悪 は存在する。疑わ

しければ，悪の道 を選ばないことである。

このことを守って生活するな らば， どのよ

うな経験 もあなたに とって進歩の手段 となる

に違いない。」

「絶望 してはならない」のこの教えは
，私

の人生を導 くひ とつの星であった。そして私

はいつ も蟻 に負けてはい られないと自分を励

ましてきた。

19歳 の時，私はウェルズ ・ファー ゴ ・アン

ド ・カンパニーの支配人であるヘ ンリー ・ワ

ーズワース氏の保険証券係 として帳簿 をつけ

た り，保険証券に関連のある諸事 を処理 して

いた。私は臨時雇いで働いていた。私はその

会社のためだけでな く，支配人にも個人的に

仕 えた。自主的に銀行の手紙の山を整理 した

り，ワーズワース氏が個 人経営 しているサ ン

ディー ・スメルテ ィング ・カンパニーの帳簿

もつけた。

先の歴代志上の聖句が真実 であることを強

調 したい。 と言 うのは，私の行ないを見てワ

ーズワース氏は非常に喜び
，私 をウェルズ ・

ファー ゴ ・アン ド・カンパニーの集金係に採

用 して くれた。そのため，保険業務の給料27

ドルのほかに，20ド ル毎月上積み して くれた。

このようにしてウェルズ ・ファー ゴ・アン ド・

カンパニー で働 くことにな り，私の夢はひと

っ成就 されたのである。

大みそかの 日，私 は遅 くまで事務所で名刺

を書いていた。す ると，ワーズワース氏が入

って来て， ビジネスは上々だ と満足げに言っ

た。彼は，私がサンデ ィー ・スメルティング・

カンパニーの書類整理 を無償で行なっていた

ことをあげ，私のこ とを夫いにほめちぎった。

そして，私に100ド ル の小切手 を差 し出した

のだった。 これは私の働 きの2倍 に も相当す

る報酬だった。 しか も，主人の信頼 と好意を

勝ち得た満足感は，私に とって100ド ル以上

の価値があった。

足を止めて 自分の働 きに対す る報酬額を数

えた りせず，ただ働 きたい，学びたいの一心

で全時間を労働に打 ち込む若者がいる。こう

いう若者は必ず人生の闘いに成功を収める。

1890年 か ら1891年 に かけて，私たちの地域

に精糖工場設立の動 きが盛んになった。 とこ

ろが1891年 の経済恐慌 のために，株主になる

と約束 していた大勢の人々が，その約束を履

行 できな くなって しまった。そこで私が工場

を設立す る必要な資金を確保するために東部

に派遣された。 まず，ニュー ヨー クとハー ト

フォー ドに寄ってみたが，必要 な資金は集ま

らず， その足です ぐにサ ンフランシスコに飛

んだ。そこのウェルズ ・ファーゴ ・ア ンド ・

カンパニー銀行の出納係 をしているヘンリー・

ワーズワース氏から10万 ドルの貸与を受ける

ことができた。ワーズワース氏が ソル トレー

ク・シティーでウェルズ・ファー ゴ・アン ド・

カンパニー銀行の代理店 を経営 していた頃，

そこで働い.ていた時の私の誠実 な仕事ぶ りに

よって，お金が是非 とも必要な時にあのよう

な大金をす んな りと貸 して もらえたのだと，
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私は信 じている。

また私が保険業 を始めた時，保証 人になっ

て もらった入に，ホー レス ・S・ エル ドレッ

ジ兄弟がいる。契約 にはふた りの署名が必要

だ といっことで，彼は実業界の大物 であった

ウ ィリアム ・H・ フーパー氏 を薦めて くれた。

私はフーパー氏 とはほとんど面識がないので，

連帯保証人にはなってもらえないだろうと思

った。 しかし，エル ドレッジ兄弟が大丈夫だ

というので，私 はフーパー氏にお願 いしてみ

た。案の定にべ もな く断わられた。私はその

まま自分の職場へ戻った。しかしほんの1，2

分 もしない うちに，今行 って きたばか りのデ

ゼ レト・ナショナル銀行 からの使いが，私に

会いたいというフーパー氏の言付けを持 って

きた。私 はたった今，フーパー氏 と会 って話

をしたばか りだ し， もう話す こともないので，

お会いす るまで もないと答えた。私が帰った

後， フーパー氏が是非お会いしたい と言い出

したものですか らと熱心.に口説かれ，私 もそ

れでは と腰を上げ，再びフーパー氏に会いに

出向いた。

銀行に着 くと，フーパー氏が言った。「その

契約書 をちょっと貸 して下 さい。」それか らそ

の契約書に署名 して言った.。.「先程，あなたが

来 られた時は，気づ きませんで したが，あな

たにはずっと昔に町でたびたびお会いして，

声 をかけたこともありましたね。すっか り忘

れていました。あなたが帰った後， よく聞い

てみたら，あなたは ジェデダイア ・M・ グラ

ン トさんのご子息ではないですか。それで，

す ぐに使 いの者 をや ったのです。保証 人にな

れて うれ しいですよ。たとえ保証の責任が.ま

わってきたとしても，ジェデダィア兄弟の息子さ

んのためなら喜んで保証 しまするしかしゲあな

たなら， そんな心配はない と思いますがね。」

フーパー氏は私の父 との思 い出をあれ これ

12

と語 って くれた。私は彼の話 を聞.きなが ら，

彼が どんなに父 を愛 し，信頼 していたか を知

ることが できた。そしてそのような父を支え

て下 さった神 に感謝する気持 ちが胸にあふれ

て きた。しか も彼の言葉は決 して消 えること

のない言葉 として，私の心の奥底に刻まれて

いる。そして私は以前に もまして， 自分がこ

の世 を去 ったのちも自分の残 した ものが子供

たちに利益 となるような生 き方や働 きをした

い という強い願望 を持つ ようになった。

私はフーパー氏の言葉や行為か ら，善 い父

を持つ幸せ を深 くかみ しめていた。父は私が

生 まれて9日 目に死んだが， それか ら20年 後

に，私が父の正直 と誠実 な働 きの実 を刈 り取

ったわけである。今お話 したこの出来事は，

今から23年 も前に起 こったことである。 その

後 も私は父の正直や高潔の徳 のお陰 で数 えき

れないほ どの祝福 を受けてきた。

私 はA`W・ ホ ワイ ト・アン ド・カンパニ

ーや ウェルズ ・フ ァー ゴ ・アン ド・カンパニ

ー.(こ の会社では集金係 をした以外は正式に

働いたこ とがない)な どがある同 じ建物 内で

働いていて，帳簿や 出納や取 引業務 を手伝 う

ことによっていろいろな知識 を得，.その知識

に よって前任者が ヨーロ ツパへ伝道 に出た留

守中ザイオンズ ・セー ビング銀行信託会社の

支店長代理の仕事 をす ること.もで きた。 もし

私がホワイ ト銀行や ウェルズ ・ファー ゴ銀行

にいた時に喜 んで暇な時間を割 くことをしな

かったとした ら，ザイオンズ ・セー ビング銀

行の職に就 くこともできなかったであろ う。

末 日聖徒は まず 自分の生活 を整え，人々が

その模範的な生活 を真似るような生活 をし，

か くして 自分 自身 と子孫 とに栄誉 と祝福 をも

たらし，主のみ業のために友 を増や してい く

必要がある。これ こそすべての末 日聖徒が抱

く最：も高逼な理想でなければならないと思 う。

4



ET

マ⊇q團黛)!1⊃1(4し3｣。4つ季･へ準つ).つ

用婁颯宰1推。4∩準･へ呈マ｢ア詳(〃(}?辞(ヤ

マ肯(外4辱罪1'1屋｣〉つ劃尉¥。4∩準!1溜

=孝畢醤⊃洋`).し呈マ･へ昂η〉)(圏濃孝厚

男(グ涯養4昌端Q4つ準つ百且慰(迎･4σ↓凋推
。4つユ名詳2コ(〃製索翻日鶉士o

･字宰

季q留24し号a嬰).qし=創',)コ老04つ

準(洋1瓢4羅里(〃ぞ最覇`)､つ⊃1←T(〃コ

。4つ準･へ)
.(圏遜穿窒

§蝉号(〃Y受↓雛男曇⊃階尋隈尊準。認∩準(4

彰孝抽(〃羅型`}(圏ぞ季コ匪尋くEぐnq｢

量管↓樫⊃1尋劉{租¥馴推。認∩準･へ).つ呈恩壁

ぞ認(〃身q}つぞ9ア吾§Q>し辺`｢浸⊃1

雪弓(〃尋劉晦¥孚孝挫払嶺型(〃妾4鼻覇`宰腱

`つ4つ0411準婁).し呈2q4つ暑里2推

コ1(圏4←号つ嬰》q(ン⊃1¥k醤(〃斡索翻日鶉士

`‡1暴覇oマ∩準
･へ量24懸字翻曾辞§浸(〃･告

目宰腱。4つ準マ量f⊃匹ア管(ぎユ崇遼遅(〃管

ηき屋⊃1丑巣〉彙尋等蜘晦¥孕`》η雲丑麹孝

｣}皇(〃丑…ξ鱗藁麹日鴇壬4窪`撃)窯集←3

。畔つ準Q昂コ1マ2?(孝曇(}智尋(〃を⊃lqし
,

。ミ4つ
,ン簿卑4(〃〔1賦創=ノ婁).つY

尋⊃1釧呆d一ム`罪IY畔η§屋⊃1吾考⊃隊つ4

つ｢09詳γ･へ尋η§屋ぞ◇婁(ゴ･いA澤･へ}し

認･4つ由79).峯⊃隈d一ム(〃コ鐸季罪鰍｣。4

つ準マ髪(馨←=⊃1(ゴ§04つ払聴卑4･へ呈2し

ゑ摯0:f挫`軍IY4η淫屡⊃1雪弓(〃¥つ4｢
。尋つ準マ髪(きマ｢(ゴつ4(〃

曳へ昂η§浸`臼･字

?婁幸呈罪腱｣=γ率。4つ峯q(}Y恥4鵜士

ω躯調索`軍1⊃1誉等認耳き屋⊃隊`549コぞ

。鐸り率【へ留`ぞ｢臼り4(かへ写η忌E}(外4?頑

儀¥§4…静士･へき･レ詳率尉⊃1推｣。鐸つ季》).窒

髪尋甲盈ぞη=η》)つ縣⊃2蛮(〃妾季腱
。4つ3γ

吾準算§屋(き謡一別⊃,誉サ`遅4つ準(潔鍵孝

吾弓阻(〃弓暫〔阻¥卜字謡回･。喜3(〃4(ン4尋辞

§屋緊={丑巣⑦η誰【へ(〃コ週推`§4(乞コ:～

Q4つ準q》し留恥へ4穿§

浸尉⊃1誉尋(〃罫尊･へ呈･字尋暫翁[母`津酵毛痔

･婆得ω》劉晦¥暴`4準。4∩獅へ)マ集ぞ

(Σ(弘)瀞目ω¥碧:(〃).し;～⊃1琢1'尊(〃製罷;日牢

`42コ⑫手隈尋つ浸(〃i聾》寺暫〔阻鷲`[劉q

碧寧腱oゑゆ臼4管(払嚥コ訓y煕1嘉瑠騨(〃

き字謡魁⊃1,)準穿コ秘窪。幸準q)。('量

〉り堪碧コ聯臼吾蜘瞳⑦コ。1牲

｢。α(;

:Pつユ⑦､りこf)1創耳食=:厘マ⑦2丑

9母塔(o⊇。皇名りユo過⊇ζ皐9

曇塔kり豊`つ罧輕ユ?2⑦老寧陞
。三Zつ雲U≦～星μY⑦α;2ド⊇腺且

否卿､りユ⊂琶当?～≧し仁♀星"腱｣

(一聖響葺茸警曼櫻糀)
〃く=oβ･一rl:]=/ミ

oy

暑畢o彰軍L}(o堅曾事呈耳=摩並毎i斐)倭(∂》導`Q望

♪(o撃マリ白マ看一),つぞ鮨一⑦¥1調瀦幽凋景回(o巽率量蛸鶏亘



じゃないの。主 も私の能力 を認めて下さって

いないのよ。｣

その時,私 はとても苦 しみました。けれど

もその後,私 も変わ り,二 度 とその ような気

持 ちになったことはあ りません。そしてあな

たと同じように自分の否定的な思 いが恥ずか

しくな り,い やにな りました。何 とか自分 を

変 えたい と思いました。そして,こ のような

時にまず第一に行 なわなければならないこと

を行なえるようになったのです。.つまり,ほ

かの人が選ばれた理由を考えたり,自 分の落

胆 した気持ちを無理に抑 えた りせずに,主 の

み前に自分のすべての気持ちを打 ち明けたの

です。そして,前 よ りも一層主のみこころを

伺 うようにな りました。私に学ぶ姿勢ができ

上がった ところで,主 も私を導いて下さるよ

うになったのでしょう。それか ら,2,3週 間

私の心 に,あ る変化が生 じてきました。私の理

解の腺は次第に開け,神 の王国における召し

の本質がどういうものかはっきりとわかって

きました。その時,私 は次の ようなことを心

に銘記することができました。

召 しとは,奉 仕する機会であって.

報 いで はない

私 たちは時折,昇 進 して組織の管理者にな

れない人はその能 力が認められていないとい

う一般社会の通念を教会にまで持 ち込むこと

があ ります。 しか し,主 が人を召 されるのは,

報 いを与 えるためではな く,真 心か らの奉仕

を求めてお られるためです。 もちろん,召 さ

れ ることによって祝福が もたらされることも

あります。 しか し,そ れは,召 しを受けてか

らの私たちの努力いかんによるのです。

教.会における真の階級とは,義 の階級である

主は召しの種類 ではなく,私 たちの心 と行

ないを見て裁かれます。ワニ ド部には訪問教

師や聖歌隊員,教 師などの責任があ ります。

これらも主が与えて下さった大切な召しです。

主が喜ばれるのは,そ の内容であって,召 し
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ではあ りませ ん。

天父のみこころは測 り知れない

｢わ が思いは
,あ なたがたの思 いとは異な

り,わ が道は,あ なたがたの道 とは異なって

いると主 は言われる。｣(イ ザヤ55:8)･

こ こ2,3年 の出来事 を振 り返ってみる､と,

私 たちは生活の中に主のみこころが現われて

いることをよく知 ることができます。しか.し,

子供のためを思って与える親の勧告が,時 折

子供には理解 できないことがあるように,私

たちも天父のみこころを理解することは容易

ではあ りませ ん。創造主が微妙な均衡 を保 ち

ながら事 を行 なわれるのに,私 たちは驚嘆 し

て しまいます。それでいて,な ぜ主を信頼 し

主のみこころを理解 しようと努めないのでし

ょう。なぜマ リヤのように,真 心か ら｢お 言

葉 どお りこの身に成 りますように｣(ル カ1

:38)と 言 えないので しょうか。

現在 自分 に与 えられている召 しを

もっとよく果 たす･

ペ ンシルベニア州フィラデルフィア･ス テ

ーキ部の ドゥエイン･ロ イ ド副ステーキ部長

は,｢自 分に与えられている召 しを精一杯果た

している人はだれ もいない｣と 述べ ています。

また,ほ かの人の召 しを求めた りせずに,現

在の召 しに2倍 の力を注 ぐように勧めていま

す。つまり,今 自分に与 えられている召 しが

自分に とって教会で最高の召 しであると考え

ることです。 これは とて も効果があ ります。

もっと謙遜 になる必要がある

イエスは幾つかのたとえ話 を通 して,謙 遜

であることの大切 さを繰 り返 し強調 されまし

た。私たちが誇 り高ぶらず,ほ かの人に与え

られた機会をむさぼらなければ,私 たち自身

も周囲の人 も幸福になれることを主は御存 じ

で した。 リーハイの息子ヤ コブは,そ の.こ.と

を簡潔に まとめて,次 の ように述べています。

｢そ れであるから兄弟たちよ
,主 に向か って

心塵
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した役員に対 して何の言い逃れもため らいも

な く,完 全な忠誠 と支持 を捧げることを主 と

誓約す るのである。｣(Coη 漁糊cθ1～ερoガ｢大

会報告｣1970年4月,p.103)

私 たちは 自由意志 を行使 して,賛 成す るこ

とも反対することもできます。しか し,私 た

ちはジョセブ･フ ィールディング･ス ミス大

管長か ら与えられた次の勧告 を祈 りの気持ち

をもってよく考えてみ る必要があると思いま

す。

｢だれ も教会員の賛成が得 られなければ
,

どんな地位について管理することもできない。

人々は様々な責任ある地位に召 され るが,主

はこの人々を挙手によって支持するよう,私

たちに責任 を課せ られた。教会員の反対 を受

けた人はだれ も,こ の教会で末 日聖徒のいか

なる組織をも管理す ることがで きない。 しか

し,人 を推薦 した り,選 んだ りす る権利は教

会員にない。それは神権に属する権利だか ら

である。神権者は,天 父から霊感 を受けて人

を選ぶ。そこで末 日聖徒は,大 会か他の名 目

で集まっている時に,挙 手によって支持また

は反対の意志を表わすことになるのである。

これは末 日聖徒の義務 である。反対する場合,

頭 に立つ 人の前に提示 されて も,確 実な根拠

があると認められるような理由がなければ,

だ れも反対の挙手 をす る資格がない と私は考

えている。言い換 えれば,た だその人が嫌い

だか ら,ま たは個人的に同意できない,感 情

的に合わないか ら,な どという理由で人がこ

の教会の地位に召されるのを反対す る権利は

ない。支持 の提示 を受けた人物が,誤 った行

為 をしていたり,教 会の律法を破っていた り

して,召 されようとしている地位にふさわ し

くない場合 にだけ反対する権利があるのであ

る。以上がこの問題に対する私の考えである。｣

(Coηル廻%o召R勿oπ｢大 会報告｣1919年6月,

p.92)

教会 員 を教会の役職に召す権利は,神 から

の霊感 と導 きを受けるこ とがで きる神権の管

理者にあ ります。教会員各人には,支 持す る

is

権利 しかないのです。 ジョン･テ イラー大管

長は,｢神 が任命 し,人 々が支持する｣と 言っ

ています。J･ル ーベン･ク ラーク･ジ ュニ

ア副管長は,こ の原則について教会の総大会

で次のように述べています。

｢管理す る幹部がある人をある職 に指名
,'

選 出,あ るいは任命 した場合,そ の人は教会

全体 の支持 を受けるよう提議 される。

このように,教 会全体に憶任命 または指名

の権威が与えられていない。あるのは支持す

る権威のみである。

従 って,管 理する幹部が教会全体にある人

の支持 を求めた時,会 衆が持つ権威は,支 持

するか否かを挙手により示すことのみである。

会衆ならびに他のいかなる教会貝 も,他 の

人をその職 に任命するよう提議することはで

きない。なぜな らば,召 しは管理す る幹部の

みに与えられた権威であ り,｢職 務だからであ

る。論議や,他 の名前の提起,資 格の有無に

ついての議論は,こ の会の秩序 を乱す以外の

何物でもない。｣(Coη 泥惚η06Rのoκ｢大 会報

告｣1940年10月,pp.28-29)

教会 の管理役員により名前を提議される人

は,す でに主 より選ばれています。そして,

私 たちには,そ の主が選ばれた人に賛成の挙

手 をす る機会が与えられているのです。ハ ロ

ル ド･B･り 一 大管長が予言者,聖 見者,啓

示 を受ける者 として召された時,ス ペ ンサー･

W･キ ン ボール大管長はこの原則を再度確認

して次のように述べています。｢リ ー大管長は,

委 員会や代表者会議で論議や批判を尽 くした

末に選ばれたのではない。また,人 々の投票

によって選ばれたのでもない。神よ り召され,

そ して人々の支持 を得 て選ばれたのである。｣

(Coη彦πηo召R砂oガ｢大 会報告｣1972年10月,

p.28)

私 た ちには,管 理役員か ら教 えられた正 し

い原則に基づ き,み たまの証を得て支持の挙

手をする神聖な責任があるのです。



鍵 と，]ン タ ク ト レ ン ズ と ， 祈 り

ウ ィ リ ァ ム ・G・ ダ イ ヤ ー

祖 母が我が家に来ている時のこ とだ・た・
い ざ家族 でそろって出かけよ うとした時

に，ひ とつ困った問題が生 じた。車の鍵が見

あたらないのである。妻 も子供たちも， また

祖母 も捜 して くれた。 しか し， どこに もない。

これで外出できないと，みんなが っか りして

いた。す ると，祖母はそっ とその場を去って，

自分の寝室に入っていった。それか ら数分後，

了供のひとりが鍵 を見つけた。敷物の下に落

ちていたのである。

こっして私たちは楽 しく出かけ ることがで

きた。途中，子供のひとりが祖母に，「どうし

て鍵を捜さずに自分の部屋に入ったの?」 と

尋ねた。す ると祖母 はそばで じっと耳 を傾け

る5人 の子供たちに向かってこう答えた。「お

出かけができな くなった ら，みんながどんな

にがっか りするか知っていたからよ。部屋に

行 って，鍵が見つかるように とお祈 りしたの。

だか らす ぐに見つかったで しょう。」

それか ら数 日後，またもや面倒なことが起

こった。10代 の娘がコンタク トレンズを両方

共な くしてしまったのである。娘は，「私って

なんてばかなのか しら」 と自分 を責めていた。

家族の者 も口にこそ出して言わなかったが，

内心 そう思 っていた。そ して再び家族総がか

りでコンタク トレンズを捜すことになった。

捜 しながら，娘の部屋の前 を通 ると， ドアが

わずかに開いてお り，娘のひざまずいている
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姿が見えた。そして，「天のお父様 どうぞコン

タク トレンズが見つかるようにして下さい」

というや さしい嘆願の声が聞こえてきた。全

員が長い時間捜 し回っ たに もか か わ らず，

コンタク トレンズは出てこなか った。娘 は今

に も泣 き出しそうな顔でこう言った。「私 は祈

った後， きっと見つか ると思ったわ。おばあ

ちゃんが祈った時には鍵が見つか ったのに，

どうしてコンタク トレンズは見つか らないの

か しら。分か らないわ，私。」

この娘 は， 多くの人々が直面す る極めて大

切な問題 と取 り組んでいたのである。すなわ

ち，祈 りはかなえられる時 と，そ うでない時

がある。それでも主は私 たちの祈 りに耳 を傾

けておられるのだろうか， という問題である。

また，主は人によ.って答 えを与えて下さった

り，与えて下さらなかったりす るのだろうか

という疑問も起こって くる。人によって主の

こころを動かす力が違 うのだろうか。それと

も，失った ものが見つか るのは偶然の ことで

あり，主はそれに一切関知 してお られないの

だうつか。

何のために， どのように祈 った らよいか

上記の質問に対する答えを聖典の中か ら捜

してみ よう。救い主はこの地上にお られた時

に，私たちに祈 りの方法 を示 し， こう言われ

た。「だから，あなたがたはこう祈 りなさい。」

(マ タイ6：9-13)

A.「 天 にいますわれ らの父よ，御名があが

められます ように。」

まず初めに，天父 としての神 を認め，神に

敬慶な思 いを示す。

B.「 御国が きますように。みこころが天に

行なわれる とお り，地に も行われ ます よ

うに。」

イエスは私たちに，祈 る時にはいつ もみ こ

ころが行 なわれ るように とお願いす るよ う

忠告 された。このことを祈 りに加 えない人
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が 意外に多い。失った鍵や コンタク トレン

ズのような物で も，私 たちは， 自分の願い

通 りにそれらがす ぐに見つか るようにと祈

って しまう。特 に問題が大 きい場合，例え

ば愛す る人の病気，子供が行方不明，重大

な決断を下 さなければならないなどの時に

は，はっきりとした方法で祈 りに答えて下

さるように主に求め る人が多い。それは，

神のみこころが行 なわれるように と祈 った

場合，それが自分の願いと一致 していなけ

れば困る とい う気持 ちがあ るか らである。

自分の望み をわきにおいて，主のみ こころ

.が行 なわれ るように と祈 るには，篤い信仰

と分別が必要である。コンタ クトレンズを

なくした とい うような小さいことについて

も，主はそれが見つか らないことか ら何か

を学ぶ方が，欲 しい ものがす ぐに与 えられ

ることよりも重要であると考えておられる

のか もしれない。主は，何が欲 しいか より

も，何が必要であるかの方 を重 く見 られる。

C.「 わた したちの日ごとの食物を， きょう

もお与え ください。」

私たちは物をな くした とい うような些細な

事柄でも祈 るべ きだろ うか。その通 りであ

る。主は私たちに何が起 こっているか，す

べて を御存 じである。イエスは，私たちの

頭髪 さえもみな数 えられている， とはっき

り言われた。(マ タイ10：29-30参 照)私 た

ちは自らの関心事，恐れ，悲 しみ，望み，

抱負，問題な ど，すべてについて常に祈 る

ように勧め られている。モルモン経の中で

は， 日常生活のあらゆる事柄について祈 る

ようにと言われている。モルモン経の民は，

日々の食物 を与 えたまえ と祈るようにとい

う主の勧告 と同 じように，家畜や田畑につ

いて も， また日常の事柄についても祈 るよ

うに と言われている。しか し忘 れてならな

いのは，必要なことを祈 るのであって，ぜ

いた くなもの，不必要 なもの，気 まぐれか
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らくるものなどを祈 り求めてはならないと

いうことである。それが必要 なものかどう

か確信が持てない時には，祈 る時に 「主の

みこころが行 なわれます ように」 と願 うこ

とが大切 である。

D.「 わた したちに負債のある者 をゆるしま

したように，わたしたちの負債 をもおゆ

るしください。」

赦 しは とりわけ重要なことであるため，マ

タイによる福音書の主の祈 りのす ぐ後で，

主はもう一度赦 しについて述べてお られ る。

「もしも
，あなたがたが，人々のあやまち

をゆるす ならば，あなたがたの天の父 も，

あなたがたをゆるして下 さるであろう。 も

し人をゆるさないならば，あなたがたの父

も， あなたがたのあや まちをゆるして下 さ

らないであろ う。」(マ タイ6：14-15)

祈 る時には，自らの生活を省みて，生活 を

正す ことができるよう助け を求める必要が

ある。救 い主は私たちが改めるべ き事柄 と

して赦 しを挙げられた。このことは実に大

切である。

E.「 わた したちを試みに合わせないで，悪

しき者か らお救い ください。」

神が私たちを誤 った道へ誘 うことがあるだ

ろうか。 もちろん， そんなこ とはない。 ジ

ェームズ ・E・ タルメー ジ長老は，主の祈

りのこの言葉について次の ように説明 して

いる。「この聖句か ら，私 たちは，神が人間

をいつ も誘惑に引 き込む方であると理解 し

てはならない。……この聖句の中にある嘆

願の意図は，私たちの弱 い力に耐えられな

いほどの誘惑に会わせないように守 りたま

え…… ということであると思 われ る。」「基

督イエス」p.279)

また，この末 日に与 えられた主の勧告に目

.を転 じて見れば，教義 と聖約に記された祈

りについての事柄の多くが，敵の力に打 ち

勝つことができるように とか，それに屈す

ることがない ように，あるいは悪か ら守ら

れるようにといった祈 りであることが分か

る。時として私 たちは， な くなった鍵や コ

ンタクトレンズなど， 日常の些細なことの

ためだけに祈っている。そして もっと重要

なことについて祈 るの を怠っている。もち

ろん小 さいことについて も助け を求め るこ

とは大切 であ るが，誘惑を退ける力が持て

るように と常に祈 る必要 のあることも忘れ

てはならない。

F.「 王国 と能力 と栄光は，永遠にあなたの

ものだからです。アーメン。」(欽 定訳よ

り和訳)

終 わ りに当たって， もう一度神の偉大 さと

そのみ力 を認識す る必要がある。神は私た

ちの創造主であ り，天父である。そして，

私たちは神に依存 している者である。折に

触れて神の王国における重要な事柄や，神

のみ力と栄光の偉大さに心 を向けるように

す ると， コンタク トレンズを置 き忘れたこ

とな ど実に取 るに足 らないことで，そのよ

うな ことで主 をわず らわせていることが恥

ずか しくなるであろう。 しか し，主は一羽

のすずめ，一本の頭髪に至 るまで心に留め

てお られ る。 したがって，忙 しすぎて私た

ちの真剣な祈 りに耳を傾 ける余裕がないな

どとい りことは決 してないのである。

神 は祈 りに耳 を傾 ける度合 を人によって変え

られるのだ ろうか

天父が，10代 の娘 よりも祖母の祈 りに心 を

強 く動かされるということは，あ り得 るか も

しれない。なぜなら，祖母は長年献身と奉仕

の生活 を送って きた人であ り，10代 の娘は人

生を歩み始めたばか りだか らである。 しか し

神 は人々を偏 り見る御方ではな.い。ある人を

他の人 よりも深 く愛す るということはなさら

ない。主の 目には一人一人が貴い存在なので
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ある。 しか し，ふさわ しくなればなるほど，

天父の祝福 を豊かに受け られるこ とは，.私た

ちのよ く知っ.ているところである。だれが祈

ったかは問題ではない。要は，祈 りの中に感

じられる神 と，祈る人の信仰次第である。

またイエスは，人に見せ ようとして祈 る人

や， くどくどと祈る人，高慢 な人 を非難され

たことを心に留めなければな らない。.主は，

目を天に向けず頭 を垂れて 「神様，罪人のわ

た しをおゆるしください」 と願 った罪人の謙

遜な祈 りに心 を動かされた。

また，聖典に次のように記されて.いる。「汝

須 らく謙遜なれ， さらば主なる汝の神は手 を

取 りて汝 を導 き汝の祈 りに応 えん。」(教 義 と

聖約112：10)モ ル モン経はこ う教 えている。
み もと

「主は……万人が主の御許へ来て主のめ ぐみ

にあずかるように招 きたもうている。それで
み もと

あるから，主の御許へ くる者は黒人と白人，奴

隷 と自由人，男と女の区別な く誰 を拒みた も

うこともない。 また主は異教徒 さえもか えり

みたもうから，神の御前 にはユダヤ人 も異邦

人 もみな平等である。」(IIニ ー ファイ26：33)

そ れ は祈 りの結果ではな く，偶然 に起 こった

ことなのだろうか

祖母が祈 らな くても鍵は見つかったであろう

か。そういうこともある。物事は偶然に起こるこ

ともあれば，努力や訓練によって起こることも

ある。しかし，祈 るだけでは何も起こらない。イ

エスは，正 しい者にも正 しくない者 にも雨を降

らせ て下さる。そしてすべての者がそれぞれ幸

せを得られるようになっている。私たちは，次の

ような律法があることを教えられている。「そも

そも創世 の以前 より天に於て定められたる一つ

の変らざる.律法ありて，あらゆる祝福はこれに

基 くなり。すなわち，われら何にても神より祝福

を受 くる時は，この祝福の基く律法に従うによ

りて然るなり。」(教義 と聖約130：20-21)律 法

に従う者は，その律法に付随する祝福 を受ける
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であろう。時には，祈 らなくても，律法に従って

いるこ とで何 らかの祝福 を受けることがあ・る。

プロゴルファーのアー ノル ド ・パーマー氏

は，ある時非常に長いパ ッ トを沈めて試合に

勝 った。それを見ていた人が，「アー ノル ド，

実 にラ ッキーだったね」 と言 った。するとパ

ーマー氏はこう言った
。「練習すればす るほ ど

自分に 『運』が巡って くるのだから不思議な

ものですね。」練習 もしないで，ロングパ ッ ト

を沈め られ るようにと祈 った ところで，主は

はたしてその願い をかなえて下 さるであろう

か。多分，願いはかなえられないであろう。

ヤ コブが述べ ているように，祝福 を得るには

単に祈 りだけでは足 りないのである。「信仰 も，

それ と同様に，行いを伴わなければ，それだ

けでは死んだ ものである。」(ヤ コブ2：17)

聖典 には，神があ らゆる事柄に心 を留めて

お られるこ とがはっきりと記 されている。 イ

エ スは私たちに，御父は私 たちが願 う前に何

が必要 であるかをすべて御存 じである， と言

われた。主は次のように述べておられる。「お

よそ人何事 にも神 を怒らせず または何事に も

神 の怒 り燃ゆるこ とな し，ただすべての事の

中に神 の御手のあるこ.とを告 白せず， その誠

命 に従 わざる者に神の怒 りあ り。」(教 義 と聖

約59：21)す べ てのことは主のみ手の中にあ

る。 したがって，天父は私たちのために諸々

の事柄に力 を及ぼす ことがおできになる。私

たちはその ことを知 る必要がある。

では，今後は祈 りをどの ように考えれば よ

いだろうか。祈 りは御父 と交わる最 も有効な

方法である。私たちは賢明に， しか も正 しい

精神をもって祈 るように しなければな らない。

主は私たちに何が必要かを御存 じであ り，そ

れ をふ まえて，私たちに必要かつふさわ しい

祝福を与えて下 さる。私たちは何事に も主の

み こころが行なわれるように， また主のみ こ

ころを受け入れる信仰 を培 うことができるよ

うにと祈 ることが大切 である。
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おはなし マウ

｢コ リー お じ さん は･ま だ?｣マ イ
じつ かあ

ケルは もう1Qか い も,お 母 さん

に ききました。
ひ て がみ

その 日,マ イケルに手紙が とどきま
か

した。あけてみ ましたが,な にが書 い
て がみ

てあるのか わか りませ ん。その手紙 は
こ かあ み

イ タ リア語 で,お 母 さん に 見せ て も,･
ぎょう

さいこの2行 の｢ア リベ デルチ マ リ

オ｣し かわか りませ んで した。

マ イケルは,｢ア リベデルチ｣の いみ
し

を知 っ て い ま した 。 コ リー お じさん が,
でん どう

イ タ リアで伝道 していた ときに くれた
て がみ

手紙 に は,い つ も｢ア リベ デ ル チ｣と
か

書かれていたからです 。それは,｢ま た
あ ひ

会 う 日 まで｣と い ういみ で した。

22

でんどう

コ リーお じさんがイタ リアで伝道 し

ていた とき,マ イケルは,コ リーお じ

さんに たの まれて,イ タ リアのか ぞ く
て がみ か けい

に手紙 を書 き,モ ルモ ン経 といっ しょ
て がみ

にお くりました。その手紙 にへ ん じが
き

来たの です。
て がみ

マ イケルの手紙は こうで した。

マ リオ くん へ

とう

ぼ くは8さ いです。ぼ くはお父さ

んか らバ プテスマ を うけて,せ いれ
まい

い を うけ ま した。 ぼ くは 毎 し ゅ う,

しょとうきょうかい い 　

初等協会 に行 きます。せん しゅうは,

イエス さまが び ょうきの子 どもをお

いや しになったこ とをな らい ました。

i

噸
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隆

襲

講 ヲ･ア

な ヒに

佃価緬 恥委
おはなし アナベル･ス ムラ

なか

ジ ヤングルの中には･キ リ
ン とライオ ンと トラ とシ

マ ウマ とゾウがす んでいま し

たが,あ ま りなか よしではあ･

りませ んで した。みんな,プ

リプ リ,ト ゲ トゲ して,あ らさが しば

か りしていま した。
め

トラは,目 が チラチ ラす るのでシマ

ウマのシマが き らいで した。 シマウマ
はな くひ

も,キ リンと話す と首がつかれ るので,
なが くび

キ リンの長 い首 が き らい で し た。

キ リンは ラ イ オ ンの いび きが うる さ

いの で,き らい で した し,ラ イオ ンは,

く ひ につこう

ゾウが来 ると日かげになって,日 光 よ

くがで きな くな るので,ゾ ウが きらい

で した。 さてゾウは といえば,い つ も

トラにお どか され るので,ト ラが きら

いだったのです。
く ひ く ひ

来 る 日 も来 る 日 も,

も ん くだ らけ で した。
ひ

あ るあつ い 日のこ と
あ る

で した。 トラが 歩いて
ひ

い る と,シ マ ウマ が 日

ある い

をあびて歩いてい くの
み む

が見 えました。 シマ ウ

マの シマは とて もきれ

%｢

｢

.
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ぱ ん

世;か 抽 くで①①些 黍

･驚覇

ベ ッ ドは ふ か ふ か して･あ たた カ'で

した 。 メ リッサ は,シ ェ リー が ま
おも

だねむ っていない といいな,と 思い ま
つき ひかり

した。 まどか ら月の光 が さしこんで,

かべ にい ろいろな もののか げ をうつ し
だ

出 して い ま した 。
い ちばん な に

｢せ がいで一 番す るどい ものは何か
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し ら｣メ リ ッサ は いい ま した 。
なん

｢何 だ って いい じゃな い の｣シ ェ リ

ー は
,め ん ど っ くさそ っに こた え ま し

た。

｢か げ じゃな い わ ね
。 か げ はか どだ

っ て,と て もや わ らか い もの 。｣メ リ ッ
かんが

サ は､しば ら くだ ま って考 え ま した。
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≦隣､ン の

件合の一
ねん よる

1970年 のある夜 のこ とで した㌦15さ
い の ダ ン･エ ク ラ ン ドは,家 ぞ く

でんどうほん ぷ い

といっ しょに,ス イスの伝 道本部 に行

きました。 まつ じつせ い とイエス･キ
きょうか い き

リス ト教会 につ いて,も っ と聞 きたか

ったのです。
か

ダンの家 ぞ くは,ず っ とアフ リカの
とう

コンゴにすんでい ました。 お父さん と
かあ きょうかい

お母 さんは,プ ロテスタン ト教会 のせ
ねん

ん き ょう しで,18年 も コ ン ゴ でせ いか

にん こ

つ し,7人 の子 ど もた ちは,み ん な コ

う

ンゴで生 まれ ました。

ダ ンが まつ じつせ い とイエス･キ リ
きようかい

ス ト教会 に きょうみ をもち,バ プテス
おも なつ

マ をうけ たい と思 ったのは,夏 やすみ
みなみ い

に南 アフ リカに行 った ときの ことです 。
か

もちろん,家 ぞ くははんたいで した。
き ようかい

で も,ダ ンは,こ の教会 こそが ほん と
きようかい

うの教会だ としん じていたので,つ い

霧 エス･キ リス ト･教会の会･霜･な った

の だ とか ん じま した 。

に,バ プテスマ をうけ るゆる しをもら

っこ とがで きました。
でんどうぶちょう て がみ か きょう

ダンは伝道部長に手紙 を書いて,教
かい ほん

会 の 本 をお くっ て も らっ て,べ ん き ょ

とう

っしました。そ して,お 父 さんにおね
かえ まえ

が いして,ア メ リカに帰 る前に,ス イ

スに立 ちよって もらったので した。
でんどう ぶち よう

ダンは クリステンセ ン伝 道部長 とい
はな

ろいうなこ とを話 した あとで,さ いふ
だ でんどう ぶち ょう まえ

か ら5ド ル出 して,伝 道部 長の前 にお
きようかい

きました。教 会員にな ってか ら,45ド

ルはた らいたので,什 分の一 を4ド ル

50セ ン トお さめなければな らないので

すが,も う50セ ン トきふ して,ち ょう

ど5ド ルに したか ったのです。
でん どうぶ ちよう

ク リステンセン伝道部長が,だ ん じ
きん

きけん金につ いてせつめ い して くだ さ

ったので,ダ ンは その50セ ン トを,だ
きん

ん じきけん金 としてお さめ ることに し
でんどう ぶ ちょう りようしゅうしよ

ました。伝道部長は,す ぐに領収書 を
か りよ うしゆう

書いて くだ さいま した。ダ ンは,領 収
しよ か よ

書 に書かれた ことば を読 む と,さ いふ

に しまいました。
め

ダンは,っ れ しそ っに 目をかがやか
で か

せ なが ら,へ や を出て,家 ぞ くの とこ
い

窃ろへ行 き ま した
。 ダ ン は,と う と うほ

だい の

1んとうに,大 す きなまつ じつせ い とイ
きようかい かし､

zs



系図と遺伝学

解

教 会系図プログラムの最も素晴らしい副産物
のひとつに，医学界への特別な貢献がある。

現在，系図図書館にある4代 家族の記録フ

ァイルを使って，ユ タ大学医療センター，ユ

タ癌センター，お よびユ タ州立保健所慢性病

対策事務局の研究貝たちが，遺伝学的に見て

病気 にかか りやすい家族 を調査す る研究 を進

めている。

この種 の研究が行 なわれているのは，今の

ところユ タ州だけである。それは，大勢の熱

心 な教会員が系図表 を作成し，医学的な研究

に必要 な第一段階をす ぐに終 えているか らで

ある。このため，研究員は医学的情報の収集

のみに没頭す ることができる。その情報は コ

ンピュー ター にかけて分析 し，病気にかか り

やすい家族 を選び出せるのである。

研究チームの一員であるユタ医科大学内科

助教授ロジャー ・R・ ウイ リアムズ兄弟の話

によれば，ユ タ州で遺伝病理学の研究が開始

されたのは，筋異栄養症 と癌の研究資金が交

付 された1946年 の ことである。また研究員の

ひとり，エル ドン ・ガー ドナー博士は，癌 に

かかる危険率の高 い189家 族 につ いての研究

結果をまとめている。

ある時，遺伝学 を専攻するひ とりの学生が

ガー ドナー博士 に， 自分 の叔母の中に乳癌に

かか った人が数名 もいると言ってきた。そこ

でガー ドナー博士がさらに詳 しく調査したと

ころ，悪性腫瘍またはその一歩手前の腫瘍に

かか っている女性がほかに46名 もいた。

ガー ドナー博士 とその研究員たちは，別の

家系 につ いても，結腸ガンか ら歯や細胞組織

の変 異に至るまで様々な問題 を引き起こす遺

伝的要因のあることを突め止めた。

1970年 代 の初め，大学医療センターの企画

委員会の招待で，人口遺伝学者のマーク ・ス

コルニック博士がユタ州 の遺伝学研究の現状

調査にや って きた。スコルニ ック博士は， ソ

ル トレー ク ・シティーの家族 中心社会に深い

関心 を示 し，系図資料に驚きの声 をあげた。

また，ホーマー ・ワーナー博士 とユ タ大学や

LDS病 院 の研究貝たちが開発し，医療デー

タの収集に使用 している精巧 なコンピュータ

ー技術に深い感銘 を受けたようである。

さらに国立保健協会か らの援助資金により，

4代 家族のフ ァイルが コンピューターに読み

込 まれることになった。また，それが，すで

にコンピュー ター化されているユタ癌セ ンタ

ーお よびユタ州立保健局の死亡証明書のファ

イルと連結 され ることになった。
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名前 と生年 月日さえわかれば， コンピュー

ターは30分 の1秒 の速 さで750，000人 の個 人

ファイルの中か ら該当者 を捜 し出し，次いで

マスターファイルにある記録か ら先祖 あるい

は子孫の家族 をすべて調べ 出す ことができる。

次に研究員は， コンピューター を使 って医学

上のデータを家族 と直結 させ，家族が々か り

やすい病気 を割 り出してゆ く。このようなコ

ンピューター分析が，最近 では，29，747件 の

癌 と41，187件 の心臓発作に適用 されている。

このように してわかった病気にかか りやす

い家系の人で， それまでに主治医か ら詳 しい

医学検査 を受けるように勧 められていた人は

少数 しかいなか った。

ウィリアムズ博士は， こう語 ってい る。「病

気にかか りそうな家系の人 を発見 した ら，特

別に用意 されたアンケー ト用紙に答えて もら

い，直ちに健康診断を受け るように勧めます。

心臓発作にかかる危険率の高い家族には，食

事療法や運動の必要性について教 え，場合に

よってはコレステロールを少な くする薬を与

えます。この調査 を病気の兆候があらわれ る

ずっ と以前の子供の頃から始めた方が よいこ

ともあ ります。」

現在研究されている病気の中には，各種の

癌，心臓発作，脳卒 中，高血圧，血管，腎臓，

心臓血管系の病気がある。

研究の大半は， まだ初期の段階であり， コ

ンピュー ター分析 もユ タ州の住民に限 られて

いる。 しか しこの研究がさらに進んで くる と，

正確 な4代 家族 の記録 を教会に提出 している

末 日聖徒すべての健康状態が改善され るの も

夢ではない。

さらに研究は系図探求の面か らも大 きな力

となるはずである。「確率 による組合せ」と呼

30

ばれ るプロセスを通 して，系図資料の不完全

な箇所 をたどって調べてゆ くこ とができるか

らである。例えば，死亡証明書 に記載 されて

いる死者の名前，死亡年月 日および両親の名

前があれば，た とえ両親の生年 月日がわか っ

ていな くても， その死者が系図表の中の どこ

に位置す るかがわかる。そ してコンピュー タ

ーは
，同姓 同名の夫婦の中か ら子供 の両親 と

思われそうな夫婦 を捜 し出す。こあようにし

て，熟練 した系図学者 でも数カ月か ら数年か

かるところを， コンピュー ター は数秒間で調

べ 出すのである。

だからと言 って，問題が全然ないわけでは

ない。ウィリアムズ博士は，笑いながらこう

言った。「心配なのは，系図が不正確 な場合 で

す。それでも， このプログラムの長所は測 り

知れ ません。末 日聖徒の ような大家族の場合，

病気の兆候 となる遺伝子の動 きは， より正確

に見つけることがで きます。

これは特に非教会員の友人が指摘 したこと

ですが， もうひ とつの良い点は，家族 の組織

に関 してです。

末 日聖徒は，親戚がだれであ るか よく知っ

てお り，親族全体の健康について深 い関心 を

持 っているため，予防対策 を確実に行な うこ

とができます。 また，末 日聖徒の教育水準が

高 く，そのため研究員同士の協力が あったこ

ともよかった と思います。

私 たちこの研究に携わる者は皆， このよう

な健康管理の分野において，私 たちにしかで

きない独特の貢献がで きる末 日聖徒 であるこ

とを心か ら誇 りに思 っています。

これか らも，教会の系図部 と協力 して， コ

ンピューターを主のみ業の発展 に役立ててい

きたいと願 っています。」



南騒 顯i
…藤 蕪 慮総 …霧

穀物や豆類は，普通の植物油 を塗 っておけ

ば，熱帯地方でも十分貯蔵 をす るこ とができ

ます。ブ リガム ・ヤ ング大学の食物栄養学部

のジ ョン ・M・ ヒル教授 は，先頃ベ ンソン研

究所の援助 を受けて，南米の コロンビアの町

カ リに6カ 月間滞在 し，栄養 問題な らびに食

糧貯蔵の問題 を調査 しました。.

ヒル博士は，ICTA(国 際熱帯農業研究

センター)の アー ト・バン ・シューンホーベ

ン博士 と協力 して，油 を使 った穀物や豆の貯

蔵法を研究して きました。ま た，伝道部長 の

要請で， コロンビアの教会貝たちが熱帯地方

に合 った食糧貯蔵 を実施できるよう援助 して

きました。

ヒル博士は次のように語っています。「ICTA

が行 なっている研究はまさに画期的な もので

す。穀物や豆類に油 を塗 るこ とは，各 自の家

庭で も簡単にできることだからです。」ICTA

のバ ン ・シュー ンホーベ ン博士は，植物油 を

塗れば，すでに穀物 につ いている虫は死んで

しまい，おまけに， それ以上虫がつかないと

いうことに気づ きました。そこでヒル博士は

油の成分 を分析 し， どの成分が虫に対 して最

も威力があるのか を調べ ました。そ してさら

に虫の種類に応 じて穀物にどれだけの量の油

を塗れば よいかも研究 しました。 ヒル博士は

こう述べています。「虫を駆除するのは，植物

油の中に含まれている トリグ リセライ ドとオ

レイン酸だ とい うことがわか りました。 とこ

ろが， それが どうい う働 きで虫を殺すのかが

はっきりしませ ん。最初私 たちは虫が窒息す

るのだろうと思っていましたが，実験を重ね

る うちにそうではないことが わかって きたの

です。つ まり油の成分が何 らかの働 きで虫の

新陳代謝 を阻止 し， そのために虫が死ぬので

「

す。しか も一度油を塗った穀物は二度 と虫に

食われることはないのです。」

さらに博士はこう語ってい ます。「植物油を

塗った穀物には，殺虫を目的とした燥蒸消毒

や ドライアイス処理，熱処理な どをす る必要

がないのです。 これは非常に簡単で， しか も

どんな植物油でもか まいません。この方法は

気候 に関係な くどの地方で も行な うことがで

きますが，特に害虫で悩む熱帯地方の人々の食

糧貯蔵には画期的な方法 と言えるでしょう。」

植物油 を使 った穀物 の保存方法

植物油は(落 下生， トウモロコシなど)ど

のような種類の植物油で もか まいません。ま

ず穀物や豆 をふたのついた容器 に入れ ます。

それに植物油 を入れ，ふたをしてから，油が

穀物にまんべんな くつ くように容器 を振 りま

す。穀物がどっぷ り漬か るほ ど油 を入れる必

要はあ りません。ただ表面に油がつ くように

するだけでよいのです。油が穀物についたら，

それ を貯蔵用容器に移 し替えます。

容器は油が しみ込 まないように浸透性のな

い もので，湿気 を防 ぐ意味でも頑丈な容器が

よいでしょう。油は確かに悪臭 を発すること

があ りますが，表面についているだけですか

ら，穀物や豆 の味覚 をそこな うということは

ありませ ん。

この保存法は，特に熱帯地方の，豆類 を主

食 としている地域で積極的に利用 していただ

くとよい と思います。例 えば グアテマラでは，

豆の価格変動 が大 きく，収穫期になると一気

に価格が下が ります。そこで各家族 はこの収

.穫期に1年 分の豆 を購入 し，油を塗って保存

しておけば，1年 間の食費の，約3分 の2を

節約することができるはずです。
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饗
バ ラムか ら学ぶ教：訓

ブ ル ー ス ・R・ マ ッ コ ン キ ー

ひ とりの予言者の ことにっ いてお話 したv'・
この予言者は，ある時期は偉大な人であ

った。しか し，生涯を閉 じる頃は，「不義の実

を愛し」，「自分のあや まちに対するとがめを」

受けている。(IIペ テ ロ2：15，16)他 の時代

の今 ひとりの予言者は，(真 実の偉大な予言を

した時 も含めて)彼 の行動を 「狂気 じみ たふ

るまい」 であると非難 している。

これは実際にあった話 で，教会員はこの話

から偉大な教訓 を学ぶこ とができる。この予

言者は神にまみえ，啓示 を受 け，つ るぎを手

にした殺 りくの天使に出会った。私 たちの知

る限 り， このような予言者は歴史上にふたり

といない。そのような予言者に，主がなぜみ

言葉を伝えられたのかが， ここに詳し く述べ

られている。

その出来事 を詳 しく調べながら，以下 の質

問に対する答えを捜 してみたいと思 う。主は，

なぜ このような一連の不思議 な出来事を許 し

ておかれたのだろうか。(あ るいは，主がそう

なるようにしたもうたのではないだろうか。)

「不義の実」 とは何だろうか
。そのような予

言者が どうして神のみたまを受け， しか もメ

シアの来臨という最 も驚嘆すべ き予言 をは じ

め とする数々の偉大な真理 を告げ知 らせ るこ

とができたのだろうか。

しか し， このような疑問よ りももっと重要

なことがある。それは， この古代の予言者が

示 した善い行ない と悪い行ないの中から，私

たちはどのような教訓 を学び取る必要がある

か， ということである。

それでは，心を開 き， この出来事 が私たち

に何 を教 えよ うとしているかに注意 しながら，

話を進めてみ よう。初めに申 し上げてお きた
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いと思 うが，引用文のほとんどは聖書か らの

ものであり，最後にひ とつ末 日の啓示か らの

引用がある。

こ.の出来事はエ リコの近 弘 モアブの平原

で起 こったことである。時は紀元前1451年 。

おもな登場 人物はモアブの王バ ラクと， ミデ

アンの地か らきた予言者バラムのふた りであ

る。 ちょうど，アモ リ人の地 を占領 してきた

おびただしいイスラエルの軍勢は，モアブの

国境沿いに野営 していた。モアブの民 とその

王バ ラク.の心は，恐れ と心配で動揺 していた。

自分た.ちもあのエホバの軍勢に滅ぼされ，殺

されて しまうのではないだろ うか と思ったの

である。
れいもっ

そこでバ ラクは，「占いの礼物 を手 に」長老

やつか さたちをバラムの もとに送 り，彼を連

れてきてイスラエルの民をのろってもらお う

とした。長老たちはバ ラクの名前でこう言っ

た。「エジプ トか ら出てきた民があり，地のお

もてをおお ってわた しの前にいます。」

「どうぞ今 きてわたしのためにこの民をの

ろって ください。彼 らは私 よりも強いのです。

そうして くだされば，われわれは彼らを撃っ

て，この国か ら追い払 うことが できるか もし

れません。あなたが祝福す る者は祝福 され，

あなたがのろう者はのろわれることをわたし

は知つています。」

使いの差 し出す富がほ しくなったバ ラムは，

彼 らを泊めて， その晩，主 にイスラエルの民

をのろう許 しを求めた。「神はバ ラムに言われ

た，『あなたは彼 らと一緒に行ってはならない。

またその民をのろってはな らない。彼らは祝.

福 された者 だか らである』。」

次の朝，バ ラムはバラクのつか さたちにこ

う言った。「あなたがたは国にお帰 りなさい。

主はわたしがあなたがたと一緒に行 くことを，

お許 しにな りません。」

そこでバラクは前 よりも身分の高いつかさ

たちを大勢つかわした。彼 らはバ ラムに向か

って こう言った。「チヅポルの子バラクはこう

申します，『どんな妨げも顧みず，どうぞわた

しの ところへおいで ください。わたしはあな

たを大いに優遇 します。そしてあなたがわた

しに言われる事 はなんでもいたします。.どう

ぞきてわた しのためにこの民 をのろってくだ

さい。』

しか し，バ ラムはバ ラクの家来たちに答え

た，『たといバラクがその家に満 ちるほ どの金

銀をわたしに与えようとも，事の大小 を問わ

ず，わたしの神，主の言葉を越えては何 もす

ることがで きません』。」

そうは言って も，バラクの差 し出す富と名

誉 は捨てがた く，バ ラムは彼らを家に泊め，

彼 らと一緒に行 ってイスラエルの民をのろう

許 しを下 さい，と再 び主に願った。
「夜になり

，神はバラムに臨んで言われた，

『この人々はあなたを招 きにきたのだから，

立ってこの人々と一緒に行 きなさい。ただし

わた しが告げることだけを行 わなければなら

ない』。」

許 しを得たバ ラムは，「ろばに くらをおき，

モアブのつかさたち と一緒に行った。」

しか し次のこ とに留意 していただ きたい。

主はバ ラムにつか さたち と一緒に行 く許 しを

与えたが，聖典 には続いてこう記されている。

「しか るに神は彼が行ったために怒 りを発せ
つかい

られ，主の使は彼 を妨げようとして，道に立

ちふさがっていたbバ ラムは， ろばに乗 り，

その しもべふた りも彼と共にいたが，ろばは

主の使が，手に抜 き身のっ るぎをもって，道
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に立ちふさがっているの を見」，3度 も道 をそ

れ，そのたびにバラムの足 を石がきに押 しつ

けた り，バ ラムの下に うず くまった りした。

そこで，バ ラムは怒 り，「つ えで ろば を打っ

た。」

「すると
，主が，ろばの 口を開かれたので，

ろばはバ ラムにむかって言った，『わたしがあ

なたに何 をした とい うのですか。あなたは三

度 もわたしを打ったのです』。

バ ラムは`ろ ばに言った，『お前がわたしを

侮ったからだ。わた しの手につ るぎが あれば，

いま，お前 を殺 して しまうのだが』。

ろばはまたバ ラムに言った，『わたしはあな

たが， きょうまで長いあいだ乗 られたろばで

はありませんか。わたしはいつでも， あなた

にこのように したでしょうか』。バ ラムは言っ

た，『いや， しなか った』。

この とき，主がバ ラムの 目を開かれたので，

彼は主の使が手に抜 き身のつるぎをもって，

道に立ちふさがっているの を見て，頭を垂れ

てひれ伏 した。」

主の使いはバ ラムを叱責 し，諭 し，そして

こう言った。「この人々 と一緒に行 きなさい。

ただし，わたしが告 げることのみを述べ なけ

ればならない。」

バラクはバ ラムを出迎えて，再び彼 を 「優

遇」することを約束 した。バラムは答えた。

「しか し
，今，何事か をみずか ら言 うことが

できましょうか。わたしはただ神がわた しの

口に授けられることを述べ なければな りませ

ん。」

バラクは，バ ラムの要請 に応えて7つ の祭

壇 を築 き，牛 と羊を捧げ， そしてバラム もま

た犠牲 を捧げた。それは， イスラエルの民を

のろい，モアブの王の差 し出す もてなしを受

ける許 しを主に願 うためであった。そしてバ

ラムはこう言った。「主はたぶんわた しに会っ

てくださるでしょう。そして，主がわたしに示

される事はなんで もあなたに告げましょう。」

神はバラムに会い，バ ラクに言 うべ き言葉

を伝えられた。 そこでバ ラムは， モアブのつ
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か さたちの前でこう言った。「神ののろわない

者 を，わたしが どうしてのろえよう。主のの

ろわない者 を，わた しが どうしてのろえよう。

岩の頂か らながめ，丘の上か ら見たが， こ

れはひとり離れて住む民， もろ もろの国民の

うちに並ぶものはない。

だれがヤコブの群衆 を数 え， イスラエルの

無数の民 を数え得 よう。わたしは義 人のよう

に死に，わたしの終 りは彼らの終 りのようで

あ りたい。」

バ ラクは怒った。 しか し自分の信仰 を忠実

に守 り通 したい と思っていたバラムはこう答

えた。「わたしは，主が私の口に授け られ る事

だけ を語 るように注意すべ きではないでしょ

うか。」

それか ら彼らは，再 び主に願ってみること

に した。犠牲を捧げ，主に執拗に許 しを請い

願った。 しか し主の答えは前 と何 ら変わらな

かった。バラムは言 った。

「神は人のように偽ることはな く，また人

の子の ように悔いることもない。言 ったこと

で，行わないことがあろ うか，語ったことで，

しとげないこ とがあろうか。

祝福せ よとの命 をわた しは うけた，す でに

神が祝福 されたものを， わた しは変 えること

がで きない。」

バ ラムはさらにこう告げた。「ヤコブには魔

術がな く， イスラエルには占いがない。神が

そのなす ところを時に応 じてヤ コブに告 げ，
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イスラエルに示 されるからだ。」

そ して不平を言 うバラクに向かって，バラ

ムは言った。「主の言われることは，なんでも

しなければな らない と， わた しはあなたに告

げ ませんでしたか。」

それで もなおバラクは，イスラエルの民を

のろ りよりにバ ラムに求めた。そこでバ ラム

は またも，犠牲 を捧げ，再び主に嘆願 した。

しか し主の答えは前 と変 わらなかった。「その

時，神の霊が臨んだので」，バ ラムはイスラエ

ルの民が偉大な力 と権能 を持つ ことを予言 し，

最後にこう結んだ。「あなたを祝福する者は祝

福 され， あなたをのろう者はの ろわれるであ

ろう。」

「そこでバラクはバラムにむかって怒 りを

発 し，手を打ち鳴 らした。そしてバ ラクはバ

ラムに言った， 『敵 をのろうために招いたのに，

あなたはかえって三度までも彼 らを祝福 した。

それで今あなたは急いで 自分の ところへ帰

って ください。わたしはあなたを大いに優遇

しよっと思った。 しか し，主はその優遇 をあ

なたに得 させ ないようにされました』。」

しか し主が命 じられたことだけを言 うしか

ない と知っていたバラムはこう答えた。

「わたしはあなたがつかわされた使者たち

に言 ったではありませんか，

『た といバ ラクがその家に満ちるほどの金

銀をわたしに.与えようとも，主の言葉 を越え

て心のままに善 も悪 も行 うことはできませ ん。

私 は主の言われることを述べ るだけです』。」

そして，み たまを受 けていたバ ラムは，偉

大な予言 をした。「わた しは彼を見る，しか し

今 ではない。わた しは彼 を望み見る， しか し

近 くではない。ヤコブか ら一つの星が出，イ

スラエルか ら一本のつえが起 り……」 と。

そのようなバラムであったに もかかわらず，

聖典にはバラムのことが こう記されている。

「バ ラムは
，バラクに教え込み， イスラエル

の子 らの前に，つ まずきになるものを置かせ

て，偶像にささげたもの を食べ させ， また不

品行 をさせ た。」(黙 示2：14)そ れか らしば

らくして，バ ラムはイスラエル と戦った ミデ

アン人の野営地で殺 された。

この一連の出来事は，民数22-25章 ，31：

8;IIペ テ ロ2：15-16;ユ ダ11;黙 示2：

14に 記 されている。

何 ということであろ うか。 ここにひとりの

神の予言者がいる。彼は当初主が告 げること

しか述べないという堅 い決意 を持 っていた。

しか も自分が歩んでいる道に一点の疑い も持

っていないように思われた。主の代表者 とし

て，家に一杯の金銀 も，高い名誉 も，彼が仕

える神の示 された道に忠実に従 うという彼の.

決 意 を揺るがすには至 らなかった。

しかし，彼はやがて富 と名誉 のとりこにな

って しまった。すでに持っていた予言の力の

ほかに，富と権 力をほしいままにするこ とが

できたらどんなに素晴らしいか と考えるよう

になったのである。

彼は標準 を下げ，福音の証のほかに， この

世の繁栄 と権力をも手に入れ ようとした。そ

の時，主は彼のなす ままにさせ ておきたもう

た。言うまで もな く，彼はこの福音が真実で

あることをよ く知 っていた。 しか しなぜ王が

差 し出した富 と名誉を最後まで断わ り続けな

か ったのだろっか。

思 うに，現在の教会員 も教会か らはっきり

とした指針 を与 えられていながら，バラムの
しつよう

ように何度 も執拗に世の報酬 を求めるこ とが

ある。そのような時，.もしお まえが億万長者
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「見よ，召さるる者は多けれども選ばるる者は少し。選ばる

ることなきは，これそもそも何の故ぞ。

そは，人々の心甚 しくこの世に属けるものの上にあり，唯々
コら

人間の誉を得ることをのみ望み，次の如き上つの戒めを知らざ

るによる。

曰く，神権の権i能は天の能力と固く結びつきて離るべからざ

るものにして，天の能力は正義の原則によりてのみ支配 し運用

し得るものなり，と。(教 義と聖約121：34-36)

になっても， あるいは世の誉 れを得で も，主

に仕える気持 ちを失わないようであれば自分

の思 うままに しなさい， とい う答えを与 えら

れるであろう。 しか し， そのような許 しを得

た としても，私たちが神 の王国の ことを第一

に行なう時ほ どうまくい くはずはないのであ

る。

不義の報いは何であろうか。教会の教 えに

逆 らって世の物 を求め ることは不義 ではない

だろうか。

かつて強 く揺 るぎない証 を持 っていた人が，

富 と権力のためにその判断を歪め られ，この

地上における主の 目的 とみこころに反する行

ないをするようになった とい う例 を，皆さん

は御存 じであろう。，

あの予言者バ ラムの ように，かつては神か

ら霊感を受け，主の道 を雄々 しく歩んでいた

人が，永遠の富を見失 って， この世 の富に目

をくらまされ，身 も霊 も滅ぼ してしまったと

い う例 は，枚挙にい とまがない。

福音 に証 を持 っていながら，この世の物に

心 を奪 われている人々に対 して， ジョセブ ・

ス ミスは次の ような霊感された言葉を残 して

いる。この言葉には，私たちに とって真の宝

となる教訓が含まれている。

「見 よ
，召さるる者は多けれ ども選ば るる

者は少 し。選 ばるることな きは， これそもそ

も何の故 ぞ。

そは，人々の心甚 しくこの世に属けるもの

の上にあ り，唯々人間の誉 を得 ることをのみ

望み，次の如き一つの戒め を知 らざるによる。
いわ ち か ら

曰 く，神権 の権能は天の能力と固 く結びつ

きて離 るべからざるものに して，天の能力は

正義の原則によ りてのみ支配 し運用し得 るも

のな り， と。

この権能のわれ らに与 えらるる事 もあらん
おお

は真実な り。され どもし己が罪を蔽いか くさ

んとし，われ らの高慢，空 しき野望 を充た さ

んと企て， または幾分にて も正 しからざるこ

とによ りて人の子 らを支配 し，統御 し，強制

せん とする時は，見よ諸天は退 き去 り，主の

『みたま』悲しむ。主の 『みたま』退 き去 ら

ば，神権 またはその人の権威は終 りな り。
さと

見よ，その人いまだ覚 らざる前，独 り置か

るるままに とげあるむちをけ り聖徒 を迫害 し
そむ たたかい

神に叛 きて闘をなす。……

これすなわち，召さるる者は 多けれ ども選
ゆ えん

ば る る 者 少 き 所 以 な り。」(教 義 と 聖 約121：

34-38，40)
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問題 を前 に，恥 じて はな らない

テ リー ・」 ・モ イ ヤ ー

ジ ・ン ●サ リンジャーは・参考資料 リス ト
の裏に宿題の内容 を手早 くメモ していた。

「レポー ト3枚
，5日 提出，世界の食糧危機

について，参考資料を読むこと」

ベルが鳴 り，ジョンは廊下を食堂へ と急いだ。

それか らモルモンの学生 たちのたまり場に

なっている席にす わる と，ジョンはみんなに

尋 ねた。「パーキンス先生は，世 界の人口と食

糧危機 にういで君 たちにも宿題出したかい?」

同じ宿題が，ジ ョンの政治学の援業 だけで

な く，カ ミオの経済学の クラスや， ジュ リー

の歴史のクラスでも出されていた。「この3年

間，1学 期最低1回 は， どの先生かがこれ と

同 じ宿題 を出していらっしゃるみたい。過剰

人口か， それでなければ堕胎か食糧危機 って

とこよ。」 リサが言った。

「その上
， リス トに載 っている参考書の結

論 はもうわか っているわ。世界の人口は多す

.∂ ・'。 窪

.!^『 薄 ・

...磁 欝

懇 一.ら1.驚 莞　

(
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ぎる。子供の数 を減 らすべ きだ。人口増加 を

食い止めるために堕胎が必要 である。食糧 も

不足しているってことでしょう。私にはとて

もそんなこと信 じられないけど……」ジュ リ

ー も言った
。

ジョンが言った。「ぼ くらは少し先生のこ と

悪 く言い過 ぎるん じゃない。パーキンス先生

もほかの先生も，この ことに関心があるから

宿題に出すんだと思 うよ。先生たちの中にも

教会が教 えてることに賛成 している人が大勢

いるはずなんだ。」

「そうか もしれないけど， ジョン，先生の

意見が教会の教 えと違 っている時は， どうし

たらいいの?」 リサが尋ねた。

この若者たちのや りとりはなかなか興・味深

い。教師の意見が教会の方針や指導者の言葉，

それに聖典 と食い違 うことはよくある。

「それ じゃ
，モーガン先生の ところに相談
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闘翻
に行こ うよ。モーガン先生はこの学校 で長 い

こと教 えているし，監督 とセ ミナ リー教師を

しているから大丈夫だ と思 うよ。」ジョンが言

った。

モーガン監督はこう言った。「君たちの問題

はよ くわかるよ。でもち ょっと違 うような気

がす る。君たちは，パーキンス先生があげて

下さった参考資料だけ を使 って， しか もその

本の著者 と同 じ結論にならな くちゃいけない

と思い込んでいるようだね。」監督はさらに続

けた。「ほかの参考書 もどしどし使 ったらいい。

そ して別の考え方 を述べ， 自分で調査，研究

した結果，違った結論にたどり着いたのだっ

た ら大いに結構 じゃないか。」

「でも
，教会の教 えを支持 している本なん

てありますか。」 リサが尋ねた。

モー ガン監督は答 えた。「た くさんあるよ。

異論のない学問なんて， あるもの じゃない。

同 じデータを使い， まじめに熱心に研究 して

も，様々な結論が出てくる。そしてその結論を

裏づけるために論文や本 を出 しているわけだ。

ある科学者は，世界は40億 で飽和状態にな

る と言 っし，別の学者は40億 ，50億 ，100億 に

なっても十分生活できると考 えている。

社会学者の間では，一番複雑な人間に関す

る問題だけに，意見の相違は もっと大 きいと

思 うよ。だか らそんなふ うにまるっきり相反

す る意見が出て くるわけだ。簡単 な答えなど
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ありは しない。

幸いなことに，私たち末 日聖徒 はそのよう

な論争にどう対処 した らよいか，真理が啓示

されていることを感謝 しな くてはいけない と

思 うよ。しかも末 日聖徒以外の学者たちの中

に も，主の啓示 と一致 した主張 をする人が大

勢いる。問題 は君たちがそのような論文の中

か らどれを選んで宿題 をまとめるか というこ

とじゃないかな。」

それか ら3週 間ほど， ジョンとジュ リー と

カミオは猛勉強 した。3人 でバーキンス先生か

ら提案 された参考書 をすべて丹念に読み，大

学図書館や公立図書館へ も何度か足 を運んだ。

また社会福祉施設や政府の役所に問い合わ

せ て，役に立 ちそ うな参考資料や統計 を集め

た り，いろいろな先生 に相談 した りした。

このようにして教会の立場 を明確 な裏付け

の もとにまとめあげた。論文は，非常に高 く

評価 された。 そして クラスで研究発表 をし，

他 の学生たちとの間で質疑応答を行 なった。

よく準備 していたので，学生たちの質問にも

堂 々と自分の信念 を説明することができた。

何に も増 して彼 らが学んだ大切なことは，

難 しい道徳の問題に教会は正当で明確な理由

を持って取 り組んでいるという事実を知 った

ことであった。また，十分 な調査 を行なって

いれば，た とえ意見の相違はあっても，ちゃ

ん とした人は認めて くれることもわか った。

さらにイエス ・キ リス トの福音はどれひ とつ

をとって見て も，必ず真理 と調和することも

知 るこ とができたのである。

あるひとりの少女が提出 したレポー ト

1975年 ， 当時高校1年 生のジェネル ・グリ

フィンは宿題で人 口爆発のレポー トを書 いて

提 出した。そして，そのレポー トがきっかけ

となって， フィルムス トリップ 「確かに生 き

ている」(VVOF1420JA)が 作 成されること

になった。

現在，ユタ州バルバーダ ・ステー キ部のバ

ウンテフル支部に属す るジェネル と父親の グ



レン ・グリフィン博士 は，家族 の写真 を撮 り，

その中か ら何枚かの写真 を選んでスライ ドを

作成 した。それにジェネル と父親で書き上 げ

た堕胎反対のナレーションを付 けた。このフ

ィルムス トリップを発表 した時，教師や生徒

は人間の命の尊厳 をうたったこの作品に熱烈

な拍手 を送 ったのである。このフィルムス ト

リップを見 た人は，これ を末 日聖徒の青少年

全貝に是非見せ てほ しいと口々に語った。そ

の後何度か編集 し直されて，今 このフィルム

ス トリップは，17力 国語に翻訳 され，世界中

の人々が 見 るこ とが で きるようになってい

る。

あなたは どうか

求む ：隣人へ の奉仕に燃え，以下のことを

行なってノーベル賞を獲得 しようとす る気概

のある末 日聖徒 の青少年。

1.ネ ズ ミ駆除法の開発。 これが開発 されれ

ば，地域によっては，食糧の供給率 を25パ

ーセ ン トも上げることがで きる
。ただし，

人口密集地域 でも技術的に安全であ ること。

2.安 価 な経費 で海水 を真水に転換する方法

の開発。開発が成功すれば，海に近い砂漠

を農地に変えるこ とができる。(ヒ ン ト)

太陽熱の利用

4.発 展途上国におけ る食物の腐敗予防対策。

これによ り，食物の無駄 をな くし，同時に

多 くの人々の食糧 を供給することができる。

5.使 い捨てのエネルギーの代用 として， どん

な地域で も可能 な太陽エネル ギーの利用法。

6.海 洋食品資源を廉価に広範囲にわたって

開発利用す る手段の発明。

そのほか大気か ら灌概用水を抽出 した り，

新 しいエネルギー源を発見すること，食糧の

収穫，加工，包装，運搬 などの方法を改良す

るこ と，砂漠農法や南極，北極の氷の利用法

の発見など，様々な分野の研究 で末 日聖徒の

若者が賞を得 ることも夢ではない。

世界には飢えに苦 しむ人々が いることも事

実である。確かに問題は数 多く残されている。

概

.沸

そこで，シオンの聡明な若者たちが共に集ま

って問題解決のための研究に加 わることがで

きるはずである。私たちは神の姿かたちにか

たどって創造された，聖なる天父の子供であ

る。私たちはどんなに困難な問題で も解決で

きるはずである。

主は予言者ヨエル を通 してこう言われた。

「その後わた しはわが霊 をすべ ての肉なる者

に注 ぐ。あなたがたのむすこ，娘は預言をし，

あなたがたの老人たちは夢 を見，あなたがた

の若者たちは幻 を見 る。その日わた しはまた

わが霊 をしもべ，はしために注 ぐ。」(ヨ エル

2：2829)

解 決 法はある。どんなに困難な問題 でも解

決す る方法は必ずあるはずである。偉大な発

見は幾多の労苦 と失敗のすえに得 られ るもの

である。霊感を受けていなが ら，気がつかな

いということもある。

ジェームズ ・ワッ トが蒸気機関 を開発する

こと，またその後重要 な変革が続 くこ とを，

1750年 にだれが予期できたであろうか。ここ

100年 間の電気 学の進歩 を，1870年 にだれが

予想で きたであろ うか。 また，最初の人工衛

星が打ち上げられた1957年 に，わずか12年 で月

に人類が立 とうとだれが信 じ得 たであろうか。

次は何であろうか。才知 あふれるひとりの

末 日聖徒の若者 を選び，彼に教育 を施 し，問

題解決の決意 と探究心 を与え，みたまの声に
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聞き従 う敬盧な態度 を植 え付けてみよう。 そ

の若者が数百万人の人々を養 う手助け をす る

日がいつか来 ることだろ テ。

飢える人々がい るのはなぜか

問 ：世界の人口の実態は どうか。

答え ：世界の人口の40億 を5人 ずつのグルー

プに分けて合衆国の土地を分割す ると，5人

か ら成る各 グループごとにほぼ1ヘ クタール

の土地 を持てる計算になる。そ うす ると，カ

ナダ， メキシコ，中央ア メリカに人は住む必

要はな く，ヨーロッパ，アジア，アフ リカ，オ

ース トラリア
，その他に も人は住む必要はな

い。過疎 と過密の差はあるにしても，それで

世界の人口が過剰だとは断言できない。(世 界

の人 口は現在40億 ，合衆国の面積は9，399，317

平方 キロメー トル。1平 方キロメー トルは100

ヘ クタール)

問 ：40億 人 を養 うだけの食糧はあるのだろうか。

答え ：ある。ここ何年間も，食糧増産の方が

人口増加 よりも先 を行っている。

問 ：それなのにどうして飢えている人がいる

のだろっか。

答え ：幾つかの理由が考 えられる。

1.あ る地域 特に発展途上国では，食糧の

配給が非能率的である。

2.現 在の収穫方法では多 くの無駄がでる。

諒.

礁

40

」

(機械 に よる収穫 では畑に作物の25パ ーセ

ン トが取 り残 されていると言われている。

現在の労賃の高さを考えると，取 り残.した

ものを収穫 して も経済的に合わない。 しか

も無駄にしたものの大半はまだ熟していな

い ものか，熟 し過 ぎた ものか，あるいは畑

の隅で機械が行 き届かないために収穫でき

なか ったものである)

3.梱 包や保存の不手際でだめにするものも多い。

4.ネ ズ ミもぼ う大な食糧 を食いつぶしてい

る。(八励勿η認Gθog規 ヵ配6「ナショナル・ジ

ェオグラフ ィ ック」1977年7月 号 には，

「イン ドでは
，貨車を4，800キ ロ連ねた分

の穀物がネズ ミに食べ られている」 と記さ

れていた)

5.非 能 率的な農業技術のために，土地当 り

の収穫i量が少ない。

6.耕 作地の 多くが， タバ コ，阿片，酒の原

料 などの栽培に当て られている。

7.地 域によっては，政府が意図的に(あ る

いは意図しない場合 もあるが)農 民に減産

を奨励 している。

8.あ る地域では動物蛋 白を生産するために

数倍 の植物蛋 白を投入している。

現在， どのような研 究が進め られているか

ユ タ州プロボにあ るエ ズラ ・タフ ト・ベ ン

ソン研究所の第一の 目標は，世 界各国の人々

に食糧 自給の道 を開 くことである。3年 前に

設立 された同研究所は，デロス ・エルズワー

ス博士の下で，食物，栄養，農芸，食糧貯蔵

の広範な研究 を行 なっている。

これ まで狭い土地での食糧生産，熱帯地方

におけ る食糧貯蔵，家庭貯蔵向 き食品の開発，

高生産性農法 の開発な どの研究が行なわれ，

そのほかにも数 多くの研究が計画されている。

飢える国々への救援活動に参加 している教

会員は，どの位いるか と聞かれて，エルズワー

ス博士は，2，000名 以上の食品・農業科学者名

簿 を見せ て くれた。確かに，教会 と教会員は

この問題に重大 な関心 を抱いているのである。



父の言葉

ユタ大学名誉教授，元科学振興協会会長

ヘン リー ・アイ リング

私 に と・て・ この瀦 の本質は 「試 しの原
理」である。救い主は私たちに， 「この教

が神か らの ものか，それ とも，わたし自身か

ら出た ものか」(ヨ ハ ネ7：17)み 言葉 を行な

って試 してみるように と言われた。

これは，科学の本質でもある。実験 と証明

の原理である。それが科学 を科学たらしめ る

手順 であ り，私たちが科学者である と同時に
ゆ えん

末 日聖徒 でもある所以である。

かつてある人に，「ヘ ンリー，あの人 を見

たまえ。君の教会の人だ。良 くないね え」 と

言われて も，大 してそれが気にならなかった

のは，そのためである。その時，私は うなず

きながら，ひと言こ.うイ寸け加 えた。「もし福

音がなか ったら，彼はどうなっていたと思 う

かい。」

福音は， うりのつ るになす をならせ ること

はできないか もしれないが，従 う人を必ず前

よりも立派な人間にする。私はそれを実際に

試 してみた。そして十分な成果 を得て きた。

宗教は啓示に基づ くものでなければならな

いと，私は思 う。大 いなる神の摂理 というもの

があって，私たちに関心 と憐みを寄せ，心を

通わすことので きる神がお られるという考え
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を，私はどうしても否定できない。

人か ら 「神の存在 を証明 して下 さい」 と言

われると，私はその人の真意 をはか りかね る。

恐ら く論理的に証明 してほ しいというのであ

ろうが，正当な論理 で も必ず正 しい結論 が

出るとは限らないのに，真理 を論理だけで立

証 しようとしてもそれは不可能なこ とである。

中世に，地球は平 らだ と考 えた人々がいた。

彼 らに とってはそれは完全な論理であった。

しか したとえ彼らの論理が完全 だったとして

も， それは間違 った仮定の上に立つ ものであ

り，従ってその結論 は間違ったものでしかない。

宗教でも科学でも本当に重要 な問題 におい

ては，正 しい仮定のみが信頼 し得 る結論 を導

き出す ということである。

仮定とは，世に対 しそ私たちが抱 いている

信念であ り，それ らは 自分あるいは他人の経

験や体験の中か ら生 まれて くるもの である。

もし私に自分の信念について，あるいは自

分の持っている仮定について話せと言われれば，

この宇宙には至高の英知 なる神がお られると

いうことから話を切 り出すであろう。 これを

非論理的だ と言える人はだれ もいないと思 う。

せいぜい異議 を唱えるだけである。

どうしてこういう結論に至ったか と聞かれ

れば，私 は 「自分の経験や他人の体 験か ら」

と答えるであろ う5パ ウロや ジョセブ ・ス ミ

スが体験 したこと，そ して驚異的な科学の法

則が 日に 日に発見されていること，それを考

えてみると，「その裏 にあるものは何か」と問

わずにはいられない。 もちろん，人はそれ ぞ

れこの問いに対 して自分 なりの答えを持 って

いると思 う。

私の結論は礼拝すべ き至高の英知 なる神が

存在するということである。つ まり， この宇
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宙 の中で最 も知恵ある御方 である神 は愛情深

く，私の心の奥底 を知 っておられると信 じて

いるので，私は今後 も祈 り続けるであろう。

ある人々は，世に不正が存在す ることこそ

神のいないことを立証す るものであ るという

が，私は反対に慈悲に富む正義の神 は死後の

世界であらゆる不公平 を修正 されると考 える。

どうして も，私 は科学に用いる実験や証 明

の方法，考え方 を， 自分の信仰についても当

てはめて考.えてしまう。

ここで 自分の若い時のことを少 し申し上げ

たい。1919年9月 のある金曜 日の夕方のこと

であった。私はアリゾナ州の ピマで，一 日中

干 し草の運搬 を手伝 っていた。暑い一 日で，

.水をがぶ飲み していたの を今で も覚 え.ている
。

月曜 日か ら，鉱山工学 を勉強 しているア リゾ

ナ大学の授業が始 まるので，大学へ戻 ること

になっていた。その金曜 日の夕方，私の父は

世 の父親が行な うように，息子に最後の言葉

を残 したい と思った。父は私に， いつ も正 し

い生活をしてほ しいと願 っていたか らである。

父はこう言った。「ヘンリー，こっちに来て腰

かけないか。話 したいこ とがある。」

私 は干 し草 を積む仕事の手を休め ると，父

のわきに腰かけた。

「わしらは親友みたいなものだったなあ。」

「はい
，ぼ くもそう思 います。父さん。」

ノヨ ノ

「ヘ ンリー とは，並んで馬に乗 り，一緒に

畑仕事 もした。ふた りとも互いに気持 ちはよ

くわかっていると思 う。そこで，おまえにひ

とつ言ってお きたいことがある。父さんは，

主が予言者ジョセ ブ ・ス ミスを通 して教会 を

回復 されたことを信 じている。父さんにとっ

て，それは事実以外の何 ものでもない。今だ

かつてそれを疑ったこ とは一度 もない。 もち



うんまだわか らないこ とはいろいろあるが，

この教会では，真実でない ものを信 じる必要

はない。おまえはア リゾナ大学へ行って，学

べ ることはすべて学びなさい。真実なことは

何 であって も福音の一部なのだ。主は実際に

この宇宙 を動か しておられる。主が予 言者ジ

ョセブ ・ス ミスに霊感を与えられたことを私

は堅 く信 じている。それか ら， もっひ とつ言

いたいことがある。お まえは大学に行 って も

神 を冒濱す るような行 ないをせずに善 良な人

人 と楽 しく交 わ りなさい。 また，教会に行 っ

て，私たちがこれまで行な ってきたようなこ

とをしてほしい。そうすれば，父 さんはお ま

えが主か ら離れているの じゃないかなどと心

配 しな くてすむ。」

あれか らも.う60年に なる。私はすべての問

題に答 えられるわけではない。事実，そのよ

うな人間はいない。しか し，神が実在 し，そ

の神がパウロを聖徒の迫害者から歴史上最 も

立派な宣教師のひと.りに変 えられたように，

予言者ジョセブ ・ス ミスを通 してこの福音 を

回復 されたことを私は今でも信 じている。な

ぜパウロを選ばれたのであろうか。主が彼 を

必要 とされたか らである。そのために主は彼

を使われたのである。

そして主が，パ ウロ と同 じように予言者ジ

ョセブ ・ス ミスに現われた もうたのはなぜ で

あろうか。ひとつの理由は， ジョセブ ・ス ミ

スは人の言葉に耳 を傾け るとい う点で卓越 し

た能力 を有 していたか らである。世の中には

賢い人が大勢い る。 しか し，利 口す ぎて耳 を

貸そ うとしない人たちが 多い。回復 された教

会を築いて きた人々に共通す る素晴 らしい特

性は，彼らが皆謙虚に耳 を傾け る気持ちをも

っていた とい うことである。これは私たちに

とって非常に大切 なことである。神はそのみ

業 を成 し遂げるために私 たちを利用 されるが，

そのためには耳 を傾け る態度が必要である。

私 は福音の中で一番大切な教 えは，神が私

たちに語 られるということであると考えてい

る。私たちが謙遜になって正 しい態度で主に

祈 るならば，主は私 たちの英知に直接語 りか

けて下 さるのである。

もしイエスが命 じてお られるように実際に

試 してみて，啓示 を与 えて下さる全知全能の

主が，みこころにかなう入に語 りかけて下さ

るとい う私が抱いていた仮定をあなたも持つ

ことができるな らば， あなたは科学的な方法

を用いて自分 を神に近づけるこ とができた と

言っことができる。

科学 には限界が ある とい うことで，私 たち

は謙遜 にな り，聴 く耳 を持つ ようになること

ができる。 もしその ような 目的のために科学

が役立つ とすれば，科学は きわめて重要であ

ると言えるのではないだろ っか。

結論 を申し上げれば， この福音 は私たちに

救い主のみ言葉 を試 してみて，科学者が理論

を組み立て る時のように， まず予想 を立て，

計算し，予想 と比較 し，何が真理 とい う結論

に到着するように しな さいと教えている。

私はその ように して， この福音が真実であ

るこ と，至高の英知 を持 ちたもう神が存在す

るこ と， しか も神はその子供 たちを心にかけ，

語 りかけ， さらにはジョセ ブ ・ス ミスに語 り，

そして今 も人々に語 りかけておられることを

はっき りと知ることがで きた。

これは，歴史の変遷の中で幾 多の偉大な人

人が信 じ唱えてきた教 えであり，そ して今 も

なお大切な教え として存続 している教えなの

である。
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イエス･キ リス トの回復された福音 を,讃 美歌 の調べにのせて伝 えるモル

モ ンタバナクル合 唱団の 日本公演 も一 カ月後に迫って きました。

世界中の多くの人々から愛 され るその歌声が ソル トレーク･シ ティーか ら聞

かれるようになって,す でに125年 以 上の歳月が流れました。

モルモンタバナ クル合唱団を構成す る300余 名 の団員はこの間,時 代 と共

に変わってきましたが,一 人一人の福音に対す るひたむきな心 と福音への献

身は常に変わることがあ りません。団員がそれぞれ自分の職業をもって活躍

しているこ とも合唱団の特色のひとつ としてあげ られます。

今 回,そ の団貝の幾人かに,本 誌記者がお会いす る機会があ りましたので,

来 日を前にした喜びの声をお聞 きしてみました。()内 は職業,所 属年数,パ ート。

》日本の皆様へ《

"私はモルモンタバナクル合唱団の団員となってから

約7年 になりますが,今 回,美 しい日本の国で公演で

きることを非常にうれしく思っています。"1

ジョンソン姉妹

(ユタ･カウンティ保険局勤務。約7年。ソプラノ)

"9月 に合唱団の一員として日本に行けることを心か

ら喜んでいます。日本の皆様とお友達になれることを

ばんとうに楽 しみにしています。"

ランドクイス ト兄弟

(コンピューター関係の会社経営。30年。ベース)

"私の次男は東京で伝道しました
。また私の友達の子

供たちも日本で伝道しました。ですから日本に対して

は特別な親近感をもっています。そのような日本へ行

けることを心より感謝 しています。"

テーラー兄弟(弁護士。5年。セカンドテナー)

鋤
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教 会 ニ ュー ス

レイ･H･ル イ ス,リ ネイテ･ル イス兄弟

姉妹か最近,ふ た りの娘アン トレア とハ イジ

ー を連れてカ リフォルニアへ引っ越してきた。

そして,バ レー･フ ォージ･ワ ー ド部の 日曜

学校へ出席 したところ,早 速ワー ド部書記の

ジョセブ･A･マ ノクィーン兄弟に呼ひ止め

られた。マソクイーン兄弟は,す ぐに教会 の本

部に彼 らの会貝記録の送付請求を出す ことに

した。

十二使徒評議員の訪問予定計画 を担当して

いるドゥモンテ･ク ムズ兄弟は,1 ,000を 上 回

るステーキ部,そ れに地域大会 を訪問す る教

会幹部の予定を組 まなけれはならない。

また福祉事業部 のラリー･リ チャーズ兄弟

は,断 食献金や監督の倉庫の在庫状態,養 子

縁組数な ど,い つ も最新の情報を入手 しなけ

れはならない。

このような複雑な事務 を容易に処理する機

関かある。 それか,ソ ル トレー ク･シ ティー

にある教会のコンピュー ター･セ ンター,管

理 システム機関(MSC)て ある。このセン

ターの副製作部長 を務め るメルヒン･M･フ ァ

ー兄弟はこ う語 る。｢私 たちの 目的は,教 会に

可能な限 り最新の情報 を提供することてす。｣
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急増 するバ プテスマ

｢而 して汝 らもし生涯今の世の人々に向いて悔改めを叫ぶことに力を尽し,

唯 一人の人た りともわれに導かば,わ が御父の国に於て彼 と共に汝 らのの悦

びは如何ばか りそや 。｣(教 義 と聖約18:15)

下 の表 を見て も明らかなように,最 近,非 常に多 くの人々がバプテスマの

水に入 咲 このイエス･キ リス トの真の福音に改宗 しています。それ も,若

人だけにとどまらず,家 族の改宗者 も急激に増えています。

そこですでに福音を受け入れて生活 している私たち末 日聖徒 は,以 前にも

増 して,個 人 と家族の備えを充実 させ,新 しい会員 たちに とってよい模範 と

なる必要があると思います。
ノ おく

｢ま たか くの如 く,わ が永遠の誓約 を世 に遣 りて世の光 となし,わ が民と

この光 を求め来 る異邦人のために一つの旗 となし,わ が前に道 を備えるため

わが前に立つ一人の使 となした り。｣(教 義 と聖約45:9)

その ために も,新 しく改宗 した教会員の方々をよくフェローシ ップし,彼

らがこの福音生活の中で喜び と満足が得 られるように助 けることが今一番大

切 なご どでは な野 でしょうか。
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